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vRealize Automation 8 移行ガイド 1
この移行ガイドにより、vRealize Automation 7 環境から vRealize Automation 8 に容易に移行することができ

ます。

このガイドは、vRealize Automation 8 移行プログラムと組み合わせて使用することを意図しています。移行パ

ス、ユースケース、移行評価、および手動による移行の手順については、このガイドを参照してください。

現在、vRealize Automation 8 移行アシスタント ツールは、次の移行元環境からの移行をサポートしています。

n vRealize Automation 7.6

n vRealize Automation 7.5

n vRealize Automation 7.4

注：   VMware Identity Manager を使用したテナント移行は、7.4 の移行ではサポートされていません。手

動でテナントを作成してから移行する必要があります。

[制約事項：] vRealize Automation 8 移行アシスタントでは、外部の vRealize Orchestrator インスタンスに対

する移行はサポートされません。移行アシスタントでサポートされるのは、組み込みの vRealize Orchestrator の
移行のみです。
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vRealize Suite Lifecycle Manager 
を使用したテナントの移行 2
システム ニーズによっては、vRealize Automation 8.x に移行する前に、vRealize Suite Lifecycle Manager 
を使用して移行元テナントを移行することが必要な場合があります。

テナントの移行では、Workspace ONE Access（旧称 VMware Identity Manager）、vRealize Suite 
Lifecycle Manager、vRealize Automation の密接な連携が必要です。vRealize Suite Lifecycle Manager を
使用してテナントを移行すると、vRealize Automation 7 の組み込みの VMware Identity Manager のデータは 

VMware Identity Manager バージョン 3.3.3 以降のグローバル環境に移行されます。テナントを移行した後、

vRealize Automation でテナントのマージ操作を実行できます。この操作で vRealize Automation 7 環境を 

vRealize Automation 8 に移行します。テナントの追加、削除、または管理の詳細については、vRealize Suite 
Lifecycle Manager のドキュメントのテナント管理セクションを参照してください。

注：   vRealize Suite Lifecycle Manager を使用したテナントの移行は、vRealize Automation 7.4 ではサポー

トされません。7.5 および 7.6 についてのみサポートされます。

[前提条件]

テナントを移行する前に、前提条件として次の手順を実行する必要があります。

n vRealize Suite Lifecycle Manager 8.2 Patch 1 のインストール

n vRealize Automation 7.5/7.6 のインポート
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n VMware Identity Manager 3.3.3 のインストールまたは VMware Identity Manager 3.3.3 へのアップ

グレード

n vRealize Automation 8.2 Patch 1 へのアップグレード

n vRealize Automation 7 または 8 環境およびグローバル環境でのインベントリの同期の実行

n マルチテナントの有効化

この章には、次のトピックが含まれています。

n テナント移行の前提条件

n テナントを移行する方法

n テナントをマージする方法

テナント移行の前提条件

このトピックでは、テナントを移行およびマージするための前提条件と重要な手順について説明します。

vRealize Suite Lifecycle Manager 8.2 Patch 1 のインストール

vRealize Suite Lifecycle Manager 8.2 Patch 1 をダウンロードするには、VMware パッチ ダウンロード セン

ターにアクセスし、[製品別検索] ドロップダウン メニューから vRealize Suite Lifecycle Manager を選択しま

す。

インターネットに接続されていない vRealize Suite Lifecycle Manager 仮想アプライアン
スの場合：

1 vRealize Suite Lifecycle Manager 仮想アプライアンスのスナップショットを作成してあることを確認しま

す。

2 vRealize Lifecycle Manager 仮想アプライアンスにログインします。

3 [ライフサイクル操作] ダッシュボードで、[設定] - [バイナリ マッピング] の順に移動し、[パッチ バイナリ] を
クリックします。

4 [アップロード] - [ファイルの選択] の順にクリックして、VMware パッチ ダウンロード センターからダウンロ

ードした vRealize Suite Lifecycle Manager バージョン 8.2 Patch 1 をアップロードします。

5 [設定] - [システム パッチ] の順に移動します。

6 [新規パッチ] をクリックし、パッチを選択して、[次へ] をクリックします。

7 パッチをインストールするには、[インストール] をクリックします。パッチのインストールが正常に実行される

と、vRealize Suite Lifecycle Manager サービスが再起動され、vRealize Suite Lifecycle Manager ユー

ザー インターフェイスのログイン画面にリダイレクトされます。

注：   新しいパッチを検証するには、[ライフサイクル操作] ダイアログ ボックスで [設定] > [システム パッチ] 
の順に移動し、[パッチの詳細] を選択します。
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インターネットに接続されている vRealize Suite Lifecycle Manager 仮想アプライアンス
の場合：

1 vRealize Suite Lifecycle Manager 仮想アプライアンスのスナップショットを作成してあることを確認しま

す。

2 vRealize Suite Lifecycle Manager 仮想アプライアンスにログインします。

3 [ライフサイクル操作] ダッシュボードで、[設定] - [バイナリ マッピング] の順に移動し、[パッチ バイナリ] を
クリックします。

4 [オンラインでパッチを確認] をクリックし、vRealize Suite Lifecycle Manager 8.2 のパッチを検索してダ

ウンロードします。

5 [設定] - [システム パッチ] の順に移動します。

6 [新規パッチ] をクリックし、パッチを選択して、[次へ] をクリックします。

7 パッチをインストールするには、[インストール] をクリックします。パッチのインストールが正常に実行される

と、vRealize Suite Lifecycle Manager サービスが再起動され、vRealize Suite Lifecycle Manager ユー

ザー インターフェイスのログイン画面にリダイレクトされます。

注：   新しいパッチを検証するには、[ライフサイクル操作] ダイアログ ボックスで [設定] > [システム パッチ] 
の順に移動し、[パッチの詳細] を選択します。

vRealize Automation 7.5/7.6 のインポート

既存の vRealize Automation 7.5 または 7.6 環境がある場合は、vRealize Suite Lifecycle Manager が 

vRealize Automation 環境を管理できるように、この環境を vRealize Suite Lifecycle Manager にインポート

する必要があります。

注：   vRealize Automation 7.4 以前のバージョンの場合は、vRealize Automation 7.5 または 7.6 にアップグ

レードしてから、その環境を vRealize Suite Lifecycle Manager にインポートします。

VMware Identity Manager 3.3.3 のインストールまたは VMware Identity 
Manager 3.3.3 へのアップグレード

vRealize Suite Lifecycle Manager を使用して、VMware Identity Manager の新規インストールを実行するか

既存のインスタンスをアップグレードすることができます。また、vRealize Suite Lifecycle Manager の外部で

アップグレードしてから、vRealize Suite Lifecycle Manager でインベントリの同期を実行することによって再

インポートすることもできます。

VMware Identity Manager の最新バージョンおよびアップグレード手順の詳細について VMware Identity 
Manager リリース ノートを参照してから、vRealize Suite Lifecycle Manager でアップグレードを実行してく

ださい。

vRealize Suite Lifecycle Manager を使用して VMware Identity Manager をアップグレードする場合、次の

手順を実行します。

n VMware Identity Manager ノードのスナップショットを作成してあることを確認します。

n 製品のバイナリがマッピングしてあることを確認します。
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n クラスタ化された VMware Identity Manager のアップグレードの場合は、トラフィックがスタンドバイ ノ
ードにルーティングされないようにロード バランサ内のすべてのスタンドバイ ノードを無効にし、アップグレ

ードが完了したら必ず有効に戻します。

アップグレード手順を完了するには、vRealize Suite Lifecycle Manager ドキュメントの Upgrade VMware 
Identity Manager セクションを参照してください。

vRealize Automation 8.2 Patch 1 へのアップグレード

vRealize Suite Lifecycle Manager で vRealize Automation をアップグレードしてから、Patch 1 を適用でき

ます。アップグレードする場合は、次の手順を実行します。

前提条件

n vRealize Suite Lifecycle Manager を最新バージョンにアップグレードしておきます。

n VMware Identity Manager を 3.3.3 にアップグレードしておきます。

n vRealize Automation 8.0、8.0.1、または 8.1 をインストールしてある場合は、vRealize Automation 8.2 
バージョンにアップグレードします。

n ローカル、myvmware、または NFS 共有から、vRealize Automation パッチ ファイルのバイナリ マッピン

グを実行します。バイナリ マッピングの詳細については、製品バイナリの構成に関する説明を参照してくださ

い。

n vRealize Automation 8.2 のシステム要件に従って CPU、メモリ、ストレージを増やします。詳細について

は、vRealize Automation 8.2 リファレンス アーキテクチャの「ハードウェア要件」を参照してください。

vRealize Automation にパッチを適用する手順については、Patching for Products through vRealize Suite 
Lifecycle Manager を参照してください。

vRealize Automation 7 または 8 環境およびグローバル環境でのインベント
リの同期の実行

外部で製品を構成すると、vRealize Suite Lifecycle Manager 管理されている製品は vRealize Suite Lifecycle 
Manager 同期されません。構成を更新するには、インベントリの同期を実行する必要があります。

インベントリの同期を実行することには、次のような利点があります。

n 障害が発生している場合は、インベントリの同期により vRealize Suite Lifecycle Manager で正しいプライ

マリ ノードに更新されます。

n vRealize Suite Lifecycle Manager の外部で製品のコンポーネントを追加または削除した場合、インベント

リの同期を実行すると更新されます。

n 製品のパスワードを変更した場合は、インベントリと同期しても最終的に要求は失敗します。この場合は、正し

いパスワードを使用して再試行します。vRealize Automation などのアプリケーションでパスワードを直接

変更するには、vRealize Suite Lifecycle Manager で製品のインベントリ同期を実行して、変更したパスワ

ードを同期する必要があります。この操作を実行すると、インベントリの同期中に、変更したパスワードの入力

を要求されます。
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すべての環境のすべての製品について、次の方法に従ってインベントリを同期します。

n 製品カード上の横向き省略記号をクリックし、[インベントリ同期の開始] をクリックします。

n 複数の環境があり、1 つの環境に複数の製品がある場合は、[環境] 画面で [インベントリ同期の開始] をクリック

すると、すべての環境のすべての製品でインベントリ同期が開始されます。

n 製品の [詳細の表示] をクリックし、[インベントリ同期の開始] をクリックすると、必要な製品のインベントリ

同期が開始されます。

マルチテナントの有効化

テナントの移行では、マルチテナントを有効にすることができます。

マルチテナントを有効にする場合、次の条件を満たす必要があります。

n VMware Identity Manager のグローバル環境バージョン 3.3.3 以降を使用します。

n vRealize Suite Lifecycle Manager のすべての環境についてインベントリが同期されており、すべての環境

および製品が最新の状態であることを確認します。これは、VMware Identity Manager の再登録に必要なす

べての VMware Identity Manager 製品の統合を検出するために必要です。

n VMware Identity Manager グローバル環境証明書が vRealize Suite Lifecycle Manager Locker サービ

スで管理されていることを確認します。

n VMware Identity Manager のスナップショットを作成します。VMware Identity Manager は、テナント

の FQDN によってアクセスする必要があります。既存の VMware Identity Manager の URL ではアクセ

スできません。

n クラスタ化された VMware Identity Manager に対してクラスタ健全性チェックを実行して、VMware 
Identity Manager クラスタの健全性ステータスが緑色であることを確認します。詳細については、Day 2 
Operations with Other Products In vRealize Suite Lifecycle Manager を参照してください。

n VMware Identity Manager の証明書がプライマリ テナント エイリアスの FQDN で更新されていることを

確認します。また、プライマリ テナント エイリアスの FQDN をマッピングする A タイプの DNS レコードが

追加されていることも確認します。必須の証明書と DNS の要件の詳細については、マルチテナント モデルを参

照してください。

テナントを移行する方法

vRealize Suite Lifecycle Manager を使用すると、vRealize Automation 7.5、7.6、8.0 の VMware Identity 
Manager のデータを VMware Identity Manager 3.3.3 以降のグローバル環境に移行できます。

vRealize Suite Lifecycle Manager では、次の内容が移行されます。

n テナント

n ディレクトリ

n カスタム グループ

n ロールとルール セット

n ユーザー属性
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n アクセス ポリシー

n ネットワーク範囲

n サードパーティ IDP 構成

前提条件

n 移行元テナントの SMTP 情報を VMware Identity Manager のグローバル環境で構成する必要があります。

この情報は、すべてのローカル ユーザーのパスワードをリセットする手順を E メールで受信するために必要で

す。移行元テナントのすべてのローカル ユーザーは、テナント移行の前に有効なメール アドレスを持っている

必要があります。

n 移行の際は、VMware Identity Manager のグローバル環境から vRealize Automation 7.x データベースへ

のリモート接続を有効にする必要があります。リモート接続を有効にする方法の詳細については、ナレッジベー

スの記事 KB81219 を参照してください。

n vRealize Automation および VMware Identity Manager で DNS が構成済みであることを確認します。

DNS および証明書の要件の詳細については、vRealize Suite Lifecycle Manager のドキュメントで DNS お
よび証明書の要件を参照してください。

n テナントの移行前に、移行元の vRealize Automation 7.x 環境が健全な状態であり、ディレクトリが同期され

ていることを確認します。

手順

1 vRealize Suite Lifecycle Manager の [マイ サービス] ダッシュボードで、[ID およびテナントの管理] をク

リックします。

2 [テナント管理] を選択し、[テナント移行] をクリックします。

3 VMware Identity Manager のテナント移行と vRealize Automation のテナント マッピングに関する情報

を確認し、[続行] をクリックします。

4 [環境の選択] タブで、移行元環境と移行先環境を選択します。移行元環境と移行先環境の選択に基づいて、移行

元の vRealize Automation で使用可能なテナントが表形式で表示されます。vRealize Automation 8.x で
は、移行またはマージされたテナントのステータスも表示できます。

5 [次へ] をクリックします。

6 [テナント移行ワークフロー] 画面では、テナント移行とテナント マージのワークフローを確認して、2 つの操作

の間の関係を理解できます。

テナント移行では、vRealize Suite Lifecycle Manager を使用して、VMware Identity Manager の特定の

データがグローバル環境の移行先テナントに移行されます。vRealize Suite Lifecycle Manager で 

vRealize Automation 8.x に新しいテナントを追加すると、7.x のエンドポイントも作成されます。テナント 

マージでは、マージ元の vRealize Automation 8.x でディレクトリとテナントがすでに作成されています。

vRealize Suite Lifecycle Manager によって vRealize Automation 8.x の既存のテナントに 7.x のエン

ドポイントが作成され、vRealize Automation 上のビジネス グループ、インフラストラクチャ、その他の特定

のテナントを移行できます。

7 [保存して次へ] をクリックし、移行を進めるために実行する必要がある手動の手順のリストを確認します。前提

条件と制限事項を読んで確認したことを示すチェック ボックスを選択します。
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8 テナント移行ワークフローを指定するには、[テナントの詳細] タブで詳細を入力します。

a [移行元テナント] を選択します。

注：   リストされる移行元テナントは、移行済みまたはマージ済み以外のテナントです。

b [テナント名] を入力します。

c 移行先テナント管理者の詳細で、[移行先テナント ユーザー名]、[名]、[姓]、有効な[メール アドレス]、[パ
スワード] を入力します。

d [保存して次へ] をクリックします。移行元の vRealize Automation 7.x から vRealize Automation 
8.x テナントに移行する必要があるディレクトリを指定するには、次のディレクトリのいずれかを [ディレ

クトリ移行] タブで選択します。

n システム ディレクトリ：コネクタの選択とパスワードの作成は不要です。

n JIT ディレクトリ：コネクタの選択とパスワードの作成は不要です。

n LDAP 上の Active Directory：Windows または Linux のターゲット コネクタを選択し、

BindPassword を入力します。

n OpenLDAP：Windows または Linux のターゲット コネクタを選択し、BindPassword を入力し

ます。

n IWA を使用する Active Directory：VMware Identity Manager バージョン 3.3.3 では 

Windows ターゲット コネクタのみを選択できます。移行に必要なバインド パスワードとドメイン管

理者パスワードを入力します。

注：   1 回の操作でディレクトリを移行するには、移行する必要があるすべてのディレクトリを選択し

ます。必要なディレクトリが移行時に選択されていない場合は、この操作を手動で実行する必要があり

ます。

9 [検証] をクリックします。検証が成功したら、[保存して次へ] をクリックします。

10 [事前チェックの実行] をクリックして、テナントの詳細と証明書の詳細を検証します。[保存して次へ] をクリッ

クします。

11 [サマリ手順] タブで、選択内容のサマリを確認できます。

12 検証が成功した場合は、[送信] をクリックします。

検証に問題があり、変更を加えてからテナント移行操作を再開する場合は、[保存して終了] をクリックします。

同じウィザードをいつでも開いて、事前チェックを再実行して完了し、先に進むことができます。

結果

[申請の詳細] 画面でテナント移行の詳細を確認できます。VMware Identity Manager と vRealize 
Automation のいずれのテナントにも、そのテナントの FQDN を使用してアクセスできます。

テナントをマージする方法

vRealize Suite Lifecycle Manager を使用してテナントをマージできます。
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前提条件

n vRealize Automation 8.1 では、移行評価時に移行元の証明書を受け入れる必要はありません。vRealize 
Suite Lifecycle Manager を使用してテナントをマージまたは管理するには、手動で追加したソース環境を 

vRealize Automation から削除します。

n VMware Identity Manager の特定のデータがグローバル環境内のターゲット データに移行されることを確

認します。

手順

1 vRealize Suite Lifecycle Manager の [マイ サービス] ダッシュボードで、[ID およびテナントの管理] をク

リックします。

2 [テナント管理] を選択し、[テナント移行] をクリックします。

3 VMware Identity Manager のテナント移行と vRealize Automation のテナント マッピングに関する情報

を確認し、[続行] をクリックします。

4 [環境の選択] タブで、移行元環境と移行先環境を選択します。

移行元環境と移行先環境の選択に基づいて、移行元の vRealize Automation で使用可能なテナントが表形式で

表示されます。vRealize Automation 8.x では、移行またはマージされたテナントのステータスも表示できま

す。

5 [テナント移行ワークフロー] 画面で、[次へ] をクリックします。テナント移行とテナント マージのワークフロ

ーを確認できます。

6 [マージの詳細] タブで、vRealize Automation 7.x の 1 つ以上のテナント マッピングを選択し、vRealize 
Automation 8.x の同じまたは異なる宛先テナントとマージできます。

マージ対象のテナントが表示されない場合は、インベントリ同期を実行するか、テナントに対して製品の関連付

けを実行します。

7 [次へ] をクリックすると、[サマリ手順] タブに選択内容のサマリが表示されます。

8 検証が成功した場合は、[送信] をクリックします。

検証に問題があり、変更を加えてからテナント マージ操作を再開する場合は、[保存して終了] をクリックしま

す。同じウィザードをいつでも開いて、事前チェックを再実行して完了し、先に進むことができます。
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vRealize Automation 8 移行アシス
タントを使用した移行評価の実行 3
vRealize Automation 8 に移行するには、移行評価を実行する必要があります。

移行元の環境と組み込みの vRealize Orchestrator インスタンスに対して移行評価を実行して、vRealize 
Automation 7 の移行元環境の移行準備状況を判断できます。移行評価では、移行の準備ができておらず、移行プロ

セスに影響を与えるシステム オブジェクトとその依存関係についてのアラートが表示されます。vRealize 
Automation 8 に関する考慮事項を参照してください。

移行評価を実行した後、移行によって、現在の vRealize Automation 7 移行元環境から vRealize Automation 8 
にコンテンツおよび構成データをインポートできます。

移行評価と移行を実行するには、移行アシスタント サービスを有効にする必要があります。

[移行アシスタント機能を有効にするには、次の手順を実行します。]

1 新しい vRealize Automation 8 インスタンスをアップグレードして展開した後、[ID およびアクセス権の管

理] に移動します。

2 ユーザーを選択し、ロールを編集してクラウド管理者、および移行サービスの管理者または閲覧者にします。移

行評価サービスを追加します。

3 vRealize Automation 8 からユーザーをログアウトします。

4 ユーザーを vRealize Automation 8 にログインすると、移行評価タイルが表示されます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n 移行評価の実行

n 評価結果の表示

n vRealize Automation 8 に関する考慮事項

移行評価の実行

1 つの vRealize Automation 7 または vRealize Orchestrator のソース インスタンスに対して移行評価を実行

して、移行の準備状況を判断できます。
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移行評価のプロセスには、vRealize Automation ソース インスタンスへの接続と、vRealize Automation イン

スタンスと組み込みの vRealize Orchestrator インスタンスの評価が含まれます。

移行評価では、どのオブジェクトを維持して移行するかを特定します。評価結果を確認することで、移行前の環境内

で正しく設定されていないアイテムや、移行に対する準備ができていないアイテムを修正できます。

手順

1 [ソース インスタンス] 画面で、[ソース アカウントの追加] をクリックします。
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2 ソース タイプとして vRealize Automation または vRealize Orchestrator を選択します。

3 vRealize Automation 7 または vRealize Orchestrator の移行前環境の認証情報を入力します。

注：   [ホスト名] テキスト ボックスにソースの FQDN または IP アドレスを指定する必要があります。例：

test-n-88-087.test.vmware.com

4 [検証して保存] をクリックし、移行に使用できるすべてのテナントを検証して識別します。

注：   使用可能なすべてのテナントを識別するには、移行前の環境のシステム管理者とパスワードを指定する必

要があります。

5 [これらのテナントからの移行を許可] で、vRealize Automation 8 で評価するテナントを切り替えて選択しま

す。

注：   マルチテナント環境を評価して移行するには、すべてのテナントを手動で作成し、各テナントから個別に

移行を実行する必要があります。すべての vRA 7 テナントは、vRA 8 テナントから参照できます。

注：   組み込みの vRealize Orchestrator のみに移行評価を実行する場合は、テナントを選択しません。

6 （オプション）組み込みの vRealize Orchestrator で移行を実行するには、[組み込み vRealize Orchestrator 
の評価を有効にする] を選択します。

7 [保存] をクリックして、選択したソース テナントの移行評価を完了します。
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結果

移行の準備状況について、移行前の環境が評価されます。[ソース インスタンス] 画面で、移行前の環境の構成の詳細

を表示できます。また、ソース インスタンスのタイルで [エクスポート] をクリックして、評価レポートをローカル 

ドライブにエクスポートすることもできます。

注：   200 を超えるビジネス グループを含むレポートはエクスポートしないでください。200 を超えるビジネス グ
ループの評価レポートは、評価サービス メモリからコンパイルされ、ビジネス グループの詳細は含まれません。

評価結果の表示

ソース インスタンスで移行評価を実行した後、結果を表示できます。

評価結果は、[移行] ペインの複数のタブにアイテム化されます。

n インフラストラクチャ

n サブスクリプション

n 展開

評価されたアイテムが、ステータスと共に表示されます。

n 準備完了 - 移行の準備ができました。移行準備のために必要なアクションはありません。

n 準備完了（警告あり） - 準備が完了していますが、確認が必要です。移行に影響を与える可能性のある問題を修

正します。たとえば、一部のカスタム プロパティが準備完了（警告あり）になる場合があります。カスタム プ
ロパティ：VMware.Network.Type は、部分的にサポートされており、準備完了（警告あり）のフラグが付

いています。これは、vRealize Automation 8 において、このプロパティの拡張性に関する動作が不明である

ためです。

n 準備ができていません - 移行の準備ができていません。移行元環境のアイテムの詳細を確認し、注意が必要な領

域を修正するか、移行するアイテムとしての選択を解除します。

n 評価中 - アイテムは移行準備のために評価中です。

n [評価が失敗しました] - 評価が失敗しました。テストを再試行してください。

該当する場合は、「準備ができていません」または「準備完了（警告あり）」と表示されたアイテムを修正した後、[更
新] をクリックして評価結果テーブル上のステータスを更新します。

注：   新しいビジネス グループを追加、または評価済みのビジネス グループを削除した場合は、移行元環境でテナン

トを更新する必要があります。

vRealize Automation 8 に関する考慮事項

vRealize Automation 8 では、さまざまな機能の変更が導入されました。

vRealize Automation 8 の理解を深めるために、vRealize Automation 8 で導入された変更を確認してくださ

い。
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スケーラビリティに関する考慮事項

vRealize Automation 8 には、スケーラビリティに関して新しい考慮事項があります。

移行を続行する前に、スケーラビリティと同時実行の最大値を参照してください。

レガシー拡張性の使用

移行後、拡張性機能は vRealize Automation Cloud Assembly サービスでホストされ、イベント ブローカによ

って管理されます。

移行前の環境によっては、vRealize Automation 8 で拡張性を最適化するには、既存のワークフローおよびアクシ

ョン コードの変更が必要になる場合があります。変更と新機能は次のとおりです。

n vRealize Orchestrator プラグインのサポート

n Postgres および Microsoft SQL Server データベースへのアクセス

n vRealize Automation Cloud Assembly で使用するためのワークフローまたはアクション コードの再書き

込み

n vRealize Automation Cloud Assembly でのサブスクリプションの使用

vRealize Orchestrator プラグイン

vRealize Automation では、いくつかの vRealize Orchestrator プラグインはサポートされていません。

次のプラグインはサポートされなくなりました。

n vRealize Automation CAFE プラグイン

n vRealize Automation.NET プラグイン

n vRealize Automation REST プラグイン

新しい vRealize Automation 8 API インターフェイスを使用するには、vRealize Orchestrator のすべてのカス

タム コンテンツを書き換える必要があります。REST プラグインを使用した vRealize Automation への API 呼
び出しに依存する実装は書き換える必要があります。

リファクタリングの労力を削減する必要があるワークフローの記述については、vRealize Automation Cloud 
Assembly のワークフローとアクション コードの記述を参照してください。

Postgres および Microsoft SQL Server データベースへのアクセス

Postgres および Microsoft SQL Server データベースへのアクセスはサポートされていません。

移行またはアップグレード中の問題を最小限に抑えるには、サポートされている API インターフェイスを使用しま

す。

注：   現在、vRealize Automation バージョン間で直接データベース クエリを修正するためのガイダンスはありま

せん。

vRealize Automation 8 移行ガイド

VMware, Inc. 19

https://docs.vmware.com/jp/vRealize-Automation/8.2/reference-architecture/GUID-9DD443EA-0F7A-43B3-AD0A-8370B56109BE.html


vRealize Automation Cloud Assembly のワークフローとアクション コードの記述

これらのベスト プラクティスを使用すると、拡張性コードとワークフローを記述して、vRealize Automation 
Cloud Assembly と簡単に連携できます。

イベント ブローカからのペイロードの使用

Cloud Assembly でイベントをサブスクライブすると、イベント ブローカーがワークフローをトリガしてペイロー

ドに渡します。ペイロードには、ワークフローに必要なすべてのデータが含まれている必要があります。ワークフロ

ーで追加のデータが必要な場合、各種の vRA 8 サービス API を呼び出して取得できます。

拡張性アクション

vRealize Automation Cloud Assembly では、vRO に依存しない python、nodejs、および powershell スク

リプトを使用して、アクションベースの拡張性 (ABX) と呼ばれるカスタマイズされたアクションを作成できます。

ABX の詳細については、拡張性アクションの詳細を参照してください。

vRealize Automation Cloud Assembly でのサブスクリプションの使用

移行後、移行された vRealize Automation 7 拡張性を vRealize Automation Cloud Assembly で使用すると

きは以下のサブスクリプションを使用します。

vRealize Automation 7 のサブスクリプションの一部は、vRealize Automation 8 に移行できません。サブスク

リプションが移行可能かどうかを判断するには、評価レポートを確認します。

表 3-1. vRealize Automation Cloud Assembly 内のサブスクリプション

vRealize Automation 7.x サブスクリプション vRealize Automation 8 サブスクリプション

ブループリント コンポーネントの完了 展開リソースの完了

ブループリント コンポーネントの申請 展開リソースの申請

ブループリント構成 ブループリント構成

ブループリント申請の完了 展開の完了

ブループリントの申請 展開の申請

ビジネス グループ構成 サポートなし

カタログ申請の完了 展開の完了

カタログ申請の受信 展開の申請

コンポーネント アクションの完了 展開リソース アクションの完了

コンポーネント アクションの申請 展開リソース アクションの申請

展開アクションの完了 展開アクションの完了 (deployment.action.post)

展開アクションの申請 展開アクションの申請 (deployment.action.pre)

エンドポイント アクション サポートなし

EventLog デフォルト イベント EventLog
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表 3-1. vRealize Automation Cloud Assembly 内のサブスクリプション （続き）

vRealize Automation 7.x サブスクリプション vRealize Automation 8 サブスクリプション

インフラストラクチャ エンドポイントのテスト接続 サポートなし

IP アドレス管理の IP アドレス ライフサイクル イベントの完了 サポートなし

マシンのライフサイクル サポートなし

マシン プロビジョニング 条件付き。状態による。

オーケストレーション サーバ構成 サポートなし

オーケストレーション サーバ構成 (XaaS) サポートなし

事後承認 サポートなし

事前承認 サポートなし

リソース再利用完了イベント サポートなし
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vRealize Automation 8 移行アシス
タントを使用した移行の実行 4
移行評価を実行した後、移行アシスタント ツールを使用して移行元環境を vRealize Automation 8 に移行します。

vRealize Automation 8 移行アシスタントを使用すると、ダウンタイムなしで、またはスケジュール設定されたメ

ンテナンス ウィンドウで、移行元環境を段階的に移行することができます。これにより、どのインフラストラクチ

ャ、サブスクリプション、展開コンポーネントを vRealize Automation 8 に移行するかをより詳細にカスタマイズ

および制御できます。vRealize Automation 移行アシスタントは、使用されているコンテンツまたは公開済みのコ

ンテンツのみを移行します。移行アシスタントでは、無効なコンテンツやドラフトのコンテンツは移行されません。

移行の前に、移行元環境に対して移行評価を実行する必要があります。この評価では、移行元環境コンポーネントの

移行準備状況を判断します。移行評価を実行すると、[評価] - [インフラストラクチャ] 画面に結果がテナント別に表

示されます。評価済みのすべてのアイテムが、ステータスと共に表示されます。

n 準備完了 - 移行の準備ができました。移行準備のために必要なアクションはありません。

n 準備完了（警告あり） - 準備が完了していますが、確認が必要です。移行に影響を与える可能性のある問題を修

正します。

n 準備ができていません - 移行の準備ができていません。移行元環境のアイテムの詳細を確認し、注意が必要な領

域を修正します。

n 評価中 - 移行準備のために評価中です。

n 評価が失敗しました - 評価は失敗しました。vRealize Orchestrator と vRealize Automation にアクセス

できることを確認してから、テストを再試行します。

移行するには、移行するアイテムを選択し、[移行] をクリックします。ステータスが次のように更新されます。

n 移行中 - アイテムを移行しています。

n 移行済み - 移行は正常に完了しました。移行されたアイテムを vRealize Automation 8 環境で確認、使用で

きます。

n 失敗 - 移行は失敗しました。移行元環境でアイテムを確認し、必要に応じて変更してから移行を再試行します。

n 除外済み - 「準備ができていません」として一覧表示されていたサブスクリプションまたは展開は移行されてい

ますが、準備ができていないアイテムは移行されず、「除外済み」として一覧表示されています。

移行するコンポーネントに依存関係があり、あらかじめ移行していない場合、移行は失敗します。たとえば、インフ

ラストラクチャ条件を持つサブスクリプションを移行する場合は、事前にインフラストラクチャ コンポーネントを移

行する必要があります。

注：   展開を移行すると、関連付けられたビジネス グループの移行が完了します。
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移行後、vRealize Automation 7 のソース コンテンツは変更されません。

段階的移行

vRealize Automation 8 移行アシスタントを使用すると、一度に全体の移行を実行するのではなく、移行元環境を

段階的に移行することができます。たとえば、5 つのブループリントを持つビジネス グループを移行してから、さら

に 5 つのブループリントを移行元環境で作成または公開し、その 5 つを同じビジネス グループに移行することがで

きます。移行元環境の新しいコンテンツのみが移行されます。移行済みのコンテンツへの変更は移行されません。
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移行の前提条件 5
移行アシスタント ツールを使用して vRealize Automation 7 の移行元環境を vRealize Automation 8 に移行

するには、以下の前提条件を満たしていることを確認してください。

移行の前提条件

n vRealize Automation 7 の移行元環境をバックアップします。

n vRealize Automation 7 のソース コンテンツが vRealize Orchestrator に依存している場合は、最初に 

vRealize Orchestrator を移行する必要があります。vRealize Orchestrator の移行の詳細については、

vRealize Orchestrator の移行を参照してください。

n 2 章 vRealize Suite Lifecycle Manager を使用したテナントの移行または作成します。

n IP アドレス管理エンドポイントを移行するには、最初に IP アドレス管理プラグインをインポートして 

vRealize Automation Cloud Assembly にインストールする必要があります。

n 移行評価を実行すると、[構成] タブに vRO Azure エンドポイント構成がポピュレートされます。移行の実行前

に、構成を編集してキーを手動で入力する必要があります。エンドポイント キーを指定せずに移行すると、移行

は失敗します。

n サブスクリプションの場合、vRealize Automation 8 では入力タイプ「payload」はサポートされていませ

ん。vRealize Automation 7 サブスクリプションを移行する前に、入力タイプを「Properties」に更新する

必要があります。

n vRealize Automation 8.1 では、移行評価時に移行元の証明書を受け入れる必要はありませんでした。このた

め、移行元の環境を再評価する必要があります。移行元の環境を再評価して、移行元の証明書を受け入れるには、

移行アシスタント サービスを使用して、移行元の環境の削除、移行元の環境の再追加、証明書の受け入れ、およ

び移行元の環境の再評価を行う必要があります。

n 移行を進める前に、vRA ライセンスが最新で有効な状態であることを確認してください。

n 移行の準備として、仮想マシンのメモリを必ずスナップショットから除外します。
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移行の制限事項 6
vRealize Automation 8 移行アシスタント ツールには、移行に関していくつかの制限事項があります。

この章には、次のトピックが含まれています。

n ブループリントの制限事項

n XaaS の制限事項

n ネットワークの制限事項

n 展開の制限事項

n vIDM の制限事項

n エンドポイントの制限事項

n サブスクリプションの制限事項

n カスタム プロパティの制限事項

n クラウド ゾーンの制限事項

n 予約の制限事項

ブループリントの制限事項

vRealize Automation 8 移行アシスタント ツールには、次の制限事項があります。

n vRealize Automation 8 では、ブループリントは VMware Cloud Templates と呼ばれます。

n ブループリントのネスト（親ブループリントが子ブループリントを含む状態）は、vRealize Automation 8 で
はサポートされません。ネストされたブループリントは、必要に応じてフラットにできます。ただし、ブループ

リントをフラットにすると、抽象化レイヤーは失われます。

n 移行時に、リース ポリシーは移行されますが、[最小リース日数] フィールドは移行されません。vRealize 
Automation 8 では、最小リース日数は [最大リース日数] として、最大リース日数は [最大リース合計] として

移行されます。

n 移行元のブループリントに予約ポリシーが含まれていて、その予約ポリシーが移行前に削除された場合、予約ポ

リシーは移行され、VMware クラウド テンプレートにタグ付けされます。ただし、vRealize Automation 8 
で VMware クラウド テンプレート（以前のブループリント）のプロビジョニングを試行すると、予約ポリシー

がないために失敗し、次のエラー メッセージが表示されます。

VMware, Inc. 25



「すべての申請要件を満たす配置はありません。現在のプロジェクトに対して適切な配置およびクラウド ゾーン

が存在するかどうか、およびこれらが適切にタグ付けされているかどうかを確認してください。」

この問題を修正するには、vRealize Automation 8 で VMware クラウド テンプレートを開き、タグを削除し

ます。

n vRealize Automation では、ストレージ予約ポリシーの移行は、サポートされていません。

XaaS の制限事項

vRealize Automation 8 では、XaaS に次のような制限事項があります。

移行元の環境に複数の Xaas ブループリントまたはカスタム リソースが含まれている場合は、次のように評価および

移行が実行されます。

n 同じビジネス グループに属している XaaS ブループリントまたはカスタム リソースは移行評価の際に検出され

ますが、移行はブロックされます。XaaS ブループリントまたはカスタム リソースは、1 つを除いてすべて公開

解除する必要があります。公開中の残りの XaaS ブループリントまたはカスタム リソースは、移行することが

できます。その後、残りの XaaS ブループリントまたはカスタム リソースを公開し、再移行します。再移行で

は、以前に移行したコンテンツを保持したまま、新しいコンテンツのみを移行します。

n 同じワークフローに対して XaaS ブループリントを 2 つ構成することはできません。2 つ以上の XaaS ブルー

プリントまたはカスタム リソースが、別々のビジネス グループに属していても、同じワークフローに対して構

成されている場合には、移行評価では検出されません。移行すると、最初に移行された XaaS ブループリントま

たはカスタム リソースによって、vRealize Automation 8 の XaaS クラウド テンプレートまたはカスタム リ
ソースが作成されます。また、この XaaS ブループリントまたはカスタム リソースは、ワークフローにリンク

されます。このため、後続の XaaS ブループリントまたはカスタム リソースは、移行時にワークフローに対し

て構成されません。

ネットワークの制限事項

vRealize Automation 8 移行アシスタント ツールには、ネットワークに関して次の制限があります。

n 設定できる CIDR は 1 つのみで、それに対応する IP アドレス範囲のみを使用できます。

n CIDR とサブネットのサイズが不正確な場合があります。これを修正するには、移行後にネットワーク プロファ

イルでサイズを編集します。

n vRealize Automation 8 では Infoblox のみがサポートされます。他のサードパーティ製 IP アドレス管理は

サポートされません。他のすべてのサードパーティ IP アドレス管理については、ユーザーが vRealize 
Automation 8 の IP アドレス管理 SDK に移植する必要があります。

n vRealize Automation 8 移行アシスタントは、プライベート ネットワーク コンポーネントを含むブループリ

ントのうち、移行用のプライベート ネットワーク プロファイルが含まれていないものはサポートしていません。

n 展開の移行時には、仮想マシンとオンボーディング済み仮想マシンの両方について仮想マシンの IP アドレスの

割り当てがチェックされ、vRealize Automation 8 のオンボーディング済みリソースに対して割り当てられま

す。ソース インフラストラクチャのみを移行し展開を移行しない場合は、ソース IP アドレスが移行されず、

vRealize Automation 8 のオンボーディング済みリソースに対して割り当てられないことが原因で、仮想マシ

ンのプロビジョニングが失敗することがあります。
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n vRealize Automation 8 に移行した後、すべての IP アドレス管理情報が移行されます。ただし、展開の削除

などの Day2 操作を行っても、IP アドレスが IP アドレス管理から解放されません。手動で IP アドレスを IP 
アドレス管理から削除する必要があります。回避策として、IP アドレスを IP アドレス管理から削除するサブス

クリプションを作成できます。

展開の制限事項

vRealize Automation 8 移行アシスタントには、展開に関して次の制限事項があります。

n 展開の移行は、移行が成功しても失敗しても元に戻せません。展開の移行を再試行することはできません。移行

サービスによって作成されたプランは、オンボーディング サービスで再実行できます。

n 移行後は、展開の所有者を変更することはできません。移行された展開は、移行を実行したユーザーが所有者に

なります。展開の元の所有者は、移行後、マシン リソースのカスタム プロパティとして追加されます。他のプ

ロジェクト メンバーが展開にアクセスできるようにするには、そのユーザーをプロジェクトに追加し、メンバー

間でのプロジェクト共有展開を有効にします。

n コスト情報の履歴は、展開と共に移行されることはありません。価格設定とコストの詳細については、価格設定

カードとはを参照してください。

n IP アドレス管理によって管理されている IP アドレスを含む展開を移行した後、移行した展開を vRealize 
Automation 8 から削除する場合は、関連付けられている IP アドレスも Infoblox から手動で削除する必要が

あります。

n 移行元の展開にロード バランサが含まれ、マシンに接続されていない既存のネットワークに対して構成されてい

る場合、外部ネットワークは移行されず、移行時に IP アドレスは割り当てられません。

n 関連するブループリントは展開の移行によって移行されますが、移行後の展開にはリンクされません。移行した

展開で更新を実行すると、マシンが再作成されます。

n vRealize Automation 7 は、Azure エンドポイントからデータを収集せず、vRealize Automation 7 外で 

Azure マシンが削除されたかどうかを判断することもできません。削除された Azure 展開は、vRealize 
Automation 8 での移行評価時には準備完了と示されますが、移行時には、移行アシスタントが仮想マシンを検

出できないため除外されます。

n 移行元の展開に、NSX-T 用の NAT ネットワーク コンポーネントが 1 つ以上ある場合、または NSX-T にルー

ティングまたは NAT（あるいはその両方）されているネットワーク コンポーネントが 1 つ以上ある場合、その

展開は移行できません。

n 移行元の環境に複数の NSX ロード バランサ コンポーネントがある場合、これらは 1 つのロード バランサ コン

ポーネントとして移行されます。

注：   1 つのコンポーネントにすべてのルートが作成されるわけではありません。

n 移行前の展開の NAT ネットワークに設定されている IP アドレスは、移行後に割り当て済みとマークされませ

ん。ただし、移行されたロード バランサおよび仮想マシンの IP アドレスは、移行後に [インフラストラクチャ] 
- [ネットワーク] - [IP アドレス] で割り当て済みとマークされます。

n 移行元の vRealize Automation 7 展開に無効なリソースが含まれている場合（たとえば、リソースのプロパテ

ィがない場合）、リソースは移行されません。展開内のすべてのリソースが無効な場合は、展開全体が移行されま

せん。
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n 既存環境の移行時、オンボーディングされたマシンと移行されたマシンのどちらもクラウド ゾーンにはリンクさ

れません。そのため、これらのマシンは、ストレージ上限の定義の計算には含まれません。

vIDM の制限事項

vRealize Automation 8 移行アシスタントには、vIDM に関して次の制限があります。

n vIDM テナント移行はサポートされていません。手動で LCM 内にテナントを作成する必要があります。

エンドポイントの制限事項

vRealize Automation 8 の移行アシスタント ツールには、エンドポイントに関して次の制限事項があります。

n 移行評価を実行すると、[構成] タブに vRO Azure エンドポイントの構成がポピュレートされます。移行の実行

前に、構成を編集してキーを手動で入力する必要があります。エンドポイント キーを指定せずに移行すると、移

行は失敗します。

n サードパーティの IP アドレス管理エンドポイントの場合、vRealize Automation 8 では Infoblox のみがサ

ポートされます。他のすべてのサードパーティの IP アドレス管理エンドポイントでは、vRealize 
Automation 8 IP アドレス管理 SDK を使用する必要があります。

n エンドポイントの評価と移行を行うには、エンドポイントに少なくとも 1 つのアクティブな予約が含まれている

必要があります。

n vRealize Automation 7 では、あるエンドポイントのどのリージョンまたはコンピューティング リソースが 

vRealize Automation によって管理できるか（たとえば、ワークロードのプロビジョニング時に使用可能なリ

ージョンまたはコンピューティング リソース）を指定するために、ファブリック グループを作成していました。

エンドポイントを移行すると、ファブリック グループによる制限は保持されません。エンドポイントに属するす

べてのリージョンまたはコンピューティング リソースを管理できるようになります。

n vRealize Automation 8 では、vSphere 6.x 以降のみがサポートされます。vSphere 5.x 以前では、移行は

失敗します。

サブスクリプションの制限事項

vRealize Automation 8 移行アシスタント ツールには、サブスクリプションに関して次の制限があります。

注：   vRealize Automation のサブスクリプションを移行するには、まず vRealize Orchestrator を移行する必

要があります。

また、vRealize Automation 8 では、ワークフローが失敗した場合にサブスクリプションの処理を停止しなくなり

ました。ワークフローが失敗しても移行は続行され、サポートされていないというエラーが表示されます。

vRealize Automation 8 では、以下のサブスクリプションはサポートされません。

n ビジネス グループ構成

n エンドポイント アクション

n インフラストラクチャ エンドポイントのテスト接続

vRealize Automation 8 移行ガイド

VMware, Inc. 28



n IP アドレス管理の IP アドレス ライフサイクル イベントの完了

n マシンのライフサイクル

n オーケストレーション サーバ構成

n オーケストレーション サーバ構成 (XaaS)

n 事後承認

n 事前承認

n リソース再利用完了イベント

カスタム プロパティの制限事項

vRealize Automation 8 移行アシスタント ツールには、カスタム プロパティに関して次の制限事項があります。

vRealize Automation 8 でサポートされるのは、vSphere のカスタム プロパティ コンポーネントのみです。次の

カスタム プロパティの移行はサポートされません。

n 予約で指定されたカスタム プロパティ

n エンドポイントで指定されたカスタム プロパティ

n 事前定義済みのカスタム プロパティ

n _debug_deployment

n _Notes

n NSX.Edge.ApplianceSize

n NSX.Edge.HighAvailability

n NSX.Edge.HighAvailability.PortGroup

n VirtualMachine.Rdp.SettingN

n VirtualMachine.Software%.ISOLocation

n VirtualMachine.Software%.ISOName

n VirtualMachine.Software%.Name

n VirtualMachine.Software%.ScriptPath

n プロパティ グループ。プロパティ グループ内のカスタム プロパティについては、グループを解除してから、ブ

ループリントに移行します。

注：   ブループリントに文字「.」を使用するカスタム プロパティがある場合、この文字は「_」に置換されま

す。たとえば、VirtualMachine.Core.Count は VirtualMachine_Core_Count になります。
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クラウド ゾーンの制限事項

vRealize Automation 8 では、クラウド ゾーンについて次の制限事項があります。

n ネットワークとストレージの割り当ては、通常のコンピューティング選択階層に従っていません。そのため、複

数のビジネス グループにまたがる共有リソースがある場合、エラーが発生して失敗することがあります。このタ

イプのブループリントの場合、vRealize Automation 8 は共有リソースの配置を見つけることができないた

め、プロビジョニングは失敗します。これを回避するには、ネットワークに制約タグを追加してからマシンをプ

ロビジョニングします。

予約の制限事項

vRealize Automation 8 には、予約に関して次の制限事項があります。

vRealize Automation 7.x では、AWS IaaS エンドポイントを使用して、展開ごとに必要に応じてキーペアを作

成する操作がサポートされていました。この操作は、vRealize Automation 8 ではサポートされません。
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既存環境を利用した移行を実行する方
法 7
移行アシスタント ツールを使用すると、vRealize Automation 7 のソース インスタンスと vRealize 
Automation 8 に対して既存環境を利用した移行を実行できます。

vRealize Automation 8 でインフラストラクチャを作成し、それを vRealize Automation 7 インフラストラクチ

ャに合わせるには、移行評価を実行してから、移行元環境を移行する必要があります。移行アシスタント ツールで

は、既存の vRealize Automation 8 インフラストラクチャが vRealize Automation 7 移行元環境のインフラス

トラクチャと比較されます。比較の後、移行ツールは 2 つの環境の間の差異分のみを移行します。

たとえば、1 つのクラウド テンプレートを含む vSphere Users という名前のプロジェクトを vRealize 
Automation 8 内に作成してあり、vRealize Automation 7 環境では vSphere Users という名前のビジネス グ
ループに 4 つのブループリントが含まれている場合、移行アシスタント ツールは追加の 4 つのブループリントのみ

を vRealize Automation 8 の vSphere Users プロジェクトに（VMware Cloud Templates として）移行し

ます。

移行をロールバックすると、既存の vRealize Automation 8 インフラストラクチャは、vRealize Automation 7 
の移行前の元の状態にロールバックされます。移行された移行元環境のコンテンツのみがロールバックされ、移行前

の vRealize Automation 8 のコンテンツはそのまま維持されます。

注：   移行後のクラウド ゾーン タグがロールバック時に削除されることはありません。

既存環境の移行を実行する前に、次の考慮事項を確認します。

[クラウド ゾーン]

AWS と Azure の場合、同じリージョンの基準を使用している予約は 1 つにマージされます。同様に、同じ計算を

含むすべての vSphere 予約は 1 つのクラウド ゾーンにマージされます。予約名と予約ポリシーに基づいて、新しい

タグがクラウド ゾーンに追加されます。

[IP アドレス範囲]

移行元の環境に含まれる複数の IP アドレス範囲が重複している場合、vRealize Automation 8 への移行は失敗し

ます。

[ネットワーク プロファイル]

オンデマンド ネットワークに対しては、常に新しいネットワーク プロファイルが作成されます。移行の際、移行元

環境のネットワーク プロファイルは、regionId、隔離タイプ、ネットワーク、セキュリティ グループ、およびロー

ド バランサが同じである場合に 1 つにマージされます。

[ストレージ プロファイル]
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Azure と vSphere の場合、リージョンおよびストレージの説明が同じであるストレージ プロファイルは 1 つにマ

ージされます。vRealize Automation 7 は、AWS のストレージ プロファイルをサポートしていません。

[プロジェクト]

既存のプロジェクトに新しいゾーンが追加されます。プロジェクトにゾーンがある場合、メモリ制限、インスタンス、

およびストレージ制限は、既存のプロジェクトと移行元プロジェクトのうち大きい方の数に設定されます。優先度は、

両者のうち小さい方に設定されます（値が小さいほど優先度が高い）。すでにユーザーがある場合は、既存のプロジェ

クトのユーザー ロールも更新されます。
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vRealize Automation 7 インフラス
トラクチャの移行 8
vRealize Automation 7 の移行元環境に対して移行評価を実行した後、個別のビジネス グループを vRealize 
Automation 8 に移行できます。

インフラストラクチャに関する移行評価の結果は、[移行] - [インフラストラクチャ] タブに一覧表示されます。評価

済みのすべてのビジネス グループが、ステータスと共に表示されます。

n 準備完了 - ビジネス グループの移行の準備は完了しています。移行準備のアクションは不要です。

n [準備完了（警告あり）] - ビジネス グループは準備が完了していますが、確認が必要です。移行に影響を与える

可能性のある問題を修正します。

n 準備ができていません - ビジネス グループは移行の準備ができていません。移行元環境のビジネス グループの

詳細を確認し、注意が必要な領域を修正します。

n [評価中] - 移行準備のためにビジネス グループを評価中です。

n [評価が失敗しました] - 評価が失敗しました。テストを再試行してください。

該当する場合は、「準備ができていません」または「準備完了（警告あり）」と表示されたビジネス グループを修正し

た後、ビジネス グループを選択し、[更新] をクリックして評価結果テーブル上のステータスを更新します。
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ビジネス グループを移行するには、「準備ができていません」または「準備完了（警告あり）」ステータスのビジネス 

グループを 1 つ以上選択し、[移行] をクリックします。移行したビジネス グループを選択して [ロールバック] をク

リックすると、移行済みのビジネス グループをロールバックできます。

注：   ビジネス グループを評価してから移行するまでに一定の時間が経過している場合は、移行アシスタント ツール

によってビジネス グループが再評価されます。ビジネス グループの再評価は、移行において最も時間のかかる作業

です。前回の評価以降にソース システムに変更を加えていない場合は、再評価を無効にすることを検討してくださ

い。

注：   移行したアイテムに変更を加えた後でロールバックすると、移行後のすべての変更が削除されます。

移行後、ビジネス グループの名前をクリックすると、グループの評価と移行の結果およびステータスを表示できま

す。

n 移行中 - ビジネス グループを移行しています。
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n 移行済み - 移行は正常に完了しました。移行されたビジネス グループは、vRealize Automation 8 環境で表

示して使用できます。

n 失敗 - 移行は失敗しました。移行元環境でビジネス グループを確認し、必要に応じて変更してから移行を再試行

します。

n 除外済み - 「準備ができていません」として一覧表示されていたビジネス グループは移行されていますが、準備

ができていないアイテムは移行されず、「除外済み」として一覧表示されています。準備ができていない、または

除外されたアイテムを移行するには、移行する前にその状態を修正し、再評価する必要があります。

[依存タイプ] をクリックして各項目のステータスを表示すると、移行されたビジネス グループの詳細の確認に進むこ

とができます。移行できなかったサポート対象外のインフラストラクチャ コンポーネントは、「除外済み」と表示さ

れます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n vRealize Automation 8 でのビジネス グループのマッピング方法

n ブループリントに関する考慮事項

n XaaS に関する考慮事項

n 資格に関する考慮事項

n エンドポイントに関する考慮事項

n 承認ポリシーに関する考慮事項

n ネットワークに関する考慮事項

n 予約に関する考慮事項
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n カスタム プロパティに関する考慮事項

n マルチテナントに関する考慮事項

vRealize Automation 8 でのビジネス グループのマッピング方法

ビジネス グループとそのコンポーネントは、vRealize Automation 8 ではマッピング方法が異なります。

表 8-1. vRealize Automation 8 でのビジネス グループのマッピング

vRealize Automation 7 のアイテム vRealize Automation 8 でのマッピング

ビジネス グループ プロジェクト

マシン プリフィックス 命名テンプレート

カスタム プロパティ カスタム プロパティ

注：   [Encrypted] フラグと [Show in request] フラグは、

vRealize Automation 8 には移行されません。

Active Directory ポリシー/Active Directory コンテナ Active Directory 統合アカウント/プロジェクト構成

注：   vRealize Automation 8 では、Active Directory の移行はサ

ポートされません。移行後に手動で構成する必要があります。

キャパシティ アラートのメール アドレス 該当なし

注：   vRealize Automation 8 では、キャパシティ アラートのメー

ル アドレスの移行はサポートされません。

ビジネス グループ マネージャ プロジェクト管理者

ビジネス グループ ユーザー プロジェクト メンバー

サポート ユーザー プロジェクト メンバー

共有アクセス ユーザー プロジェクト メンバー

ユーザー

ユーザーは、vRealize Automation 7 から vRealize Automation 8 に文字列として移行されます。

vRealize Automation 8 では、移行されたユーザーに対してユーザー検証は実行されません。ユーザーが確実に作

業できるようにするには、まず vRealize Automation 8 でユーザーを作成し、その後で移行元環境を移行すること

をお勧めします。

ルール ベースのオブジェクト資格付与

vRealize Automation 7 では、ユーザーにはユーザー アカウントごとにオブジェクト資格が付与されていました。

vRealize Automation 8 では、オブジェクト資格はユーザー ロールごとのルール ベースであるため、同じロール

を持つすべてのユーザーに同じオブジェクト資格が割り当てられます。たとえば、同じビジネス グループに割り当て

られた同じユーザー ロールを持つ 2 人のユーザーは、すべてのプロジェクト アイテムに対して同じ資格を持ちます。
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オブジェクトの資格を管理するには、次のようにします。

1 独立したプロジェクトを作成します。

2 このプロジェクトに目的のユーザーを割り当てます。

3 関連する資格付与オブジェクトをプロジェクトに割り当てます。

注：   プロジェクト間で展開を共有することはできません。

ブループリントに関する考慮事項

vRealize Automation 8 では、ブループリントは VMware Cloud Templates と呼ばれます。移行されるすべて

の vRealize Automation 7 ブループリントは、VMware Cloud Templates として移行されます。

基本的なブループリントのサポート

vRealize Automation 8 では、次のコンポーネント タイプとプロビジョニング方法がサポートされます。

n Amazon EC2

n Azure

n vSphere

n クローン作成

n リンク クローン

注：   vRealize Automation 8 では、「現在のスナップショットの使用」はサポートされません。

n OVF

注：   OVF サーバの基本認証サーバとプロキシ サーバはサポートされていません。

n 予約ポリシーは制約タグとして移行されます。

コンポーネント プロファイルのサポート

イメージ コンポーネントとサイズ コンポーネントのプロファイルの値セットは、VMware Cloud Templates の
入力プロパティとして移行されます。

n イメージ値セット

n OVF イメージの値セットの場合：プロキシ サーバの構成、およびベーシック認証のユーザー名とパスワー

ドのフィールドは vRealize Automation 8 に移行されません。vRealize Automation 8 移行アシスタ

ントは、イメージの値セットで使用される次のプロビジョニング方法をサポートします。

n クローン作成

n リンク クローン

n OVF

vRealize Automation 8 移行ガイド

VMware, Inc. 37



n サイズ値セット

n ストレージ フィールドは vRealize Automation 8 に移行されません。

プロジェクト間でクラウド テンプレートを移行および共有する方法

vRealize Automation 8 では、プロジェクト間での VMware Cloud Templates の共有がサポートされていま

す。

移行時には、既存のプロジェクトと共有されているブループリントを移行できます。元のプロジェクトがロールバッ

クされた場合でも、プロジェクト間で共有された VMware Cloud Templates は維持できます。元のプロジェクト

がロールバックされると、クラウド テンプレートの所有権は別のプロジェクトに移動します。

[共有ブループリントを移行するには、次の手順を実行します。]

手順

1 vRealize Automation 7 の移行元環境に対して移行評価を実行します。移行評価を実行する方法の詳細につ

いては、移行評価の実行を参照してください。

2 [インフラストラクチャ] タブを選択し、ブループリントを含む最初のビジネス グループを選択して、[移行] を
クリックします。

移行されたブループリントとその関連プロジェクトは、vRealize Automation Cloud Assembly では [デザ

イン] タブに表示され、vRealize Automation Service Broker ではカタログ アイテムとして表示されます。

3 [インフラストラクチャ] タブに戻り、ブループリントを含む追加のビジネス グループを選択して、[移行] をク

リックします。

vRealize Automation Cloud Assembly では、クラウド テンプレートは最初に移行されたプロジェクトにの

み属するものとして表示されますが、vRealize Automation Service Broker では、そのクラウド テンプレ

ートが属するすべてのプロジェクトが一覧表示されます。

次のステップ

元のビジネス グループの移行をロールバックし、ブループリントの所有権を移動するには、[インフラストラクチャ] 
タブに移動し、元のビジネス グループを選択して、[ロールバック] をクリックします。元のビジネス グループをロ

ールバックすると、クラウド テンプレートの所有権は、クラウド テンプレートに関連付けられている残りの移行済

みプロジェクトに自動的に移動します。関連付けられたカスタム フォームがある場合は、ロールバック後も保持され

ます。

vRealize Automation 6.x のブループリントの使用方法

vRealize Automation 6.x のブループリントを vRealize Automation 8 で使用するには、最初に vRealize 
Automation 7.4、7.5、または 7.6 に移行する必要があります。

ブループリントを vRealize Automation 7 に移行した後、移行評価を実行すると「準備ができていません - ブルー

プリントで作成ワークフローが使用されています」とマークされます。ブループリントで作成ワークフローが使用さ

れていない場合は、移行元環境でブループリントを開き、何も変更を加えずに保存してから、移行評価を再実行する

必要があります。評価を再実行すると、ブループリントは準備完了とマークされます。ブループリントで作成ワーク

フローが使用されている場合、vRealize Automation 8 に移行することはできません。

vRealize Automation 8 移行ガイド

VMware, Inc. 38



VMware Cloud Templates

vRealize Automation 7 のソースから新しい vRealize Automation 8 環境への変更点として、ブループリント 

オブジェクト タイプが変更され、VMware Cloud Templates という名称になりました。

表 8-2. vRealize Automation 7 のブループリント タイプと vRealize Automation 8 の VMware Cloud 
Templates の比較

タイプ vRealize Automation 7 vRealize Automation 8.0

vSphere (vCenter Server) マシン Infrastructure.CatalogItem.Machine.Vi
rtual.vSphere

Cloud.vSphere.Machine

AWS Infrastructure.CatalogItem.Machine.Cl
oud.AmazonEC2

Cloud.AWS.EC2.Instance

Azure マシン Cloud.Azure.Machine

汎用仮想マシン Infrastructure.CatalogItem.Machine.Vi
rtual.Generic

Cloud.Machine

オンデマンドのロード バランサ (NSX) Infrastructure.Network.LoadBalancer.
NSX.OnDemand

Cloud.NSX.LoadBalancer

オンデマンド ルーティング ネットワーク 

(NSX)
Infrastructure.Network.Network.NSX.
OnDemand.Routed

Cloud.NSX.Network

NSX-T のオンデマンド ルーティング ネット

ワーク

Infrastructure.Network.Network.NSX
T.OnDemand.Routed

Cloud.NSX.Network

NSX-T のオンデマンド NAT ネットワーク Infrastructure.Network.Network.NSX
T.OnDemand.NAT

Cloud.NSX.Network

既存のネットワーク Infrastructure.Network.Network.Existi
ng

Cloud.vSphere.Network

オンデマンド プライベート ネットワーク 

(NSX)
Infrastructure.Network.Network.NSX.
OnDemand.Private

Cloud.NSX.Network

カスタム フォームのブループリント

移行アシスタント ツールを使用して、カスタム フォームのブループリントを vRealize Automation 8 に移行する

ことができます。

カスタム フォームのブループリントを移行するには、最初に vRealize Automation 7 ソース インスタンスに対し

て移行評価を実行し、次に [インフラストラクチャ] タブでカスタム フォームのブループリントを含むビジネス グル

ープを選択し、[移行] をクリックします。

移行後、Service Broker を開き、[コンテンツとポリシー] タブをクリックします。移行したクラウド テンプレー

トの横にある 3 つのドットのアイコンをクリックして、カスタム フォーム関連のフィールドを表示およびカスタマ

イズします。

また、vRealize Orchestrator ワークフローのすべての外部値と、必要な他の式があることを確認します。値また

は式が見つからない場合は、vRealize Orchestrator ワークフローを再実行します。
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コンポーネント プロファイルのブループリント

移行アシスタント ツールを使用して、コンポーネント プロファイルのブループリントを vRealize Automation 8 
に移行することができます。

コンポーネント プロファイルのブループリントを移行するには、最初に vRealize Automation 7 ソース インスタ

ンスに対して移行評価を実行し、次に [インフラストラクチャ] タブでコンポーネント プロファイルのブループリン

トを含むビジネス グループを選択し、[移行] をクリックします。

移行後、Service Broker を開き、[カタログ] タブをクリックします。[申請] をクリックしてコンポーネント プロ

ファイルのフィールドを表示します。たとえば、この移行されたブループリントには、サイズとイメージのフィール

ドが含まれ、vRealize Automation 7 の値がポピュレートされています。

移行が完了したら、サイズの入力が追加された移行後のテンプレートを確認します。
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NSX のサポート

以下の NSX コンポーネントが VMware Cloud Templates でサポートされています。

サポートされる NSX コンポーネント

n NSX (T/V) のオンデマンド ルーティング ネットワーク

n NSX (T/V) のオンデマンド NAT ネットワーク

n NSX (T/V) のオンデマンド ロード バランサ

n NSX (T/V) の既存のセキュリティ グループ

n NSX V のオンデマンド プライベート ネットワーク

n NSX V のオンデマンド セキュリティ グループ

サポートされない NSX コンポーネント

n NSX (T/V) のアプリケーション隔離

n NSX V の既存のセキュリティ タグ

XaaS に関する考慮事項
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XaaS ブループリント

XaaS ブループリントを移行すると、その詳細の内容に応じて 2 つの異なるタイプの VMware Cloud Templates 
に分類されます。

XaaS ブループリントを移行する前に、関連するワークフローを 8 に移行する必要があります。vRealize 
Automation 8 では、以下がサポートされます。

n 申請フォーム（カタログ アイテムの詳細および送信された申請の詳細はサポートされません）

n 申請フォームの検索フィールド

n 申請フォームのツリー フィールド

n 条件付きデフォルト値では、1 つの条件のみがサポートされます。条件がネストされている場合、移行時に条件

は無視されます。

n 読み取り専用、表示可能、最小長、最大長の各制約値は、定数値のみがサポートされます。

vRealize Automation 8 では、[デザイン キャンバスでコンポーネントとして利用可能にする] 機能がなく、サポ

ートもされません。

関連付けられているワークフローに vRealize Automation 8 との互換性がない場合は、移行の前に XaaS ブルー

プリントをドラフトとして保存し、そのワークフローを除外して移行評価と移行を続行します。

プロビジョニング リソースが定義されていない XaaS ブループリント

プロビジョニング リソースが定義されていない vRealize Automation 7 の XaaS ブループリントは、関連付けら

れたワークフローおよび元の申請フォーム フィールドを持つ XaaS クラウド テンプレートとして vRealize 
Automation 8 に移行されます。フィールドの順序は移行時に保持されないため、必要に応じてフィールドを並べ替

えます。

プロビジョニング リソースが定義されている XaaS ブループリント

プロビジョニング リソースが定義されている vRealize Automation 7 の XaaS ブループリントは、関連付けられ

たワークフローおよび元の申請フォームと共に VMware Cloud Templates として vRealize Automation 8 に
移行されます。これらは、XaaS ブループリントとして一覧表示されなくなりました。vRealize Automation 8 で
は、これらの XaaS ブループリントには更新ワークフローと破棄ワークフローを割り当てる必要があります。XaaS 
ブループリントにこれらが含まれていない場合、vRealize Automation 8 はこれらのワークフロー フィールドにダ

ミー ID を割り当てます。アップグレード後、ダミー ID を置き換えて更新ワークフローと削除ワークフローを割り

当てる必要があります。

注：   コンポーネント ライフサイクルの拡張可能な機能は、vRealize Automation 8 ではサポートされず、移行評

価中にフラグが付けられます。

カスタム リソース

vRealize Automation 8 には、カスタム リソースに関して次の考慮事項があります。
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XaaS カスタム リソースを移行する際には、オリジナルのフィールドのみが移行されます。ユーザーが追加したフィ

ールドやタブは移行されないため、移行後に追加する必要があります。カスタム リソースで使用されている 

vRealize Automation 7 プラグインは、vRealize Automation 8 内にも必要です。vRealize Automation 8 で
サポートされていないプラグインがカスタム リソースに含まれている場合は、関連付けられている XaaS ブループ

リントを公開解除して移行から除外する必要があります。

次のプラグイン、フィールド、ビューは vRealize Automation 8 ではサポートされていません。

n VCAC/VCACCAFE プラグイン

n リソース リスト ビュー

n 送信されたアクションの詳細

リソース マッピングとリソース アクション

リソース マッピングとリソース アクションはサポートされません。vRealize Automation 8 は、これらの基盤と

なる vRealize Automation 7 コンポーネントをサポートしていません。

vRealize Automation 8 には、仮想マシン タイプをカタログ リソース内の Orchestrator タイプ 

VC:VirutalMachine にマッピングする、組み込みのワークフローのみが含まれています。

資格に関する考慮事項

vRealize Automation 8 には、資格に関して次の考慮事項があります。

vRealize Automation 7.x から 8.8 以降に移行する場合、関連付けられているすべてのカタログ アイテムをコン

テンツ ソースとしてではなく個別のアイテムとして追加することで、資格はコンテンツ共有ポリシー タイプに移行

されます。

資格のあるサービスとして追加されたアイテムとともに既存の資格がソース インスタンスに含まれている場合、移行

アシスタントは、そのサービスに属するすべてのカタログ アイテムを識別し、個別のアイテムとして追加することに

より、資格ごとにコンテンツ共有ポリシーを作成します。

vRealize Automation 8 での資格付与アクションのマッピング方法

vRealize Automation 8 では、組み込みのリソース マッピングを使用して資格付与アクションが Day 2 ポリシー 

アクションにマッピングされます。

移行時に、以下の資格付与アクションは以下の Day 2 ポリシー アクションにマッピングされます。この表に記載さ

れていない、これ以外のすべての資格付与アクションは、現時点では移行時にマッピングされません。

表 8-3. 

タイプ

vRealize Automation 7 の資格付与アク

ション

vRealize Automation 8 の Day 2 ポリシ

ー アクション

展開 リースの変更 Deployment.ChangeLease

破棄 Deployment.Delete

マシン リモート コンソールへの接続 Cloud.vSphere.Machine.Remote.Cons
ole
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表 8-3. （続き）

タイプ

vRealize Automation 7 の資格付与アク

ション

vRealize Automation 8 の Day 2 ポリシ

ー アクション

パワーオフ Cloud.vSphere.Machine.PowerOff

Cloud.AWS.EC2.Instance.PowerOff

Cloud.Azure.Machine.PowerOff

再起動 Cloud.vSphere.Machine.Reboot

Cloud.AWS.EC2.Instance.Reboot

再構成 （部分的サポート）

Cloud.vSphere.Machine.Add.Disk 
Cloud.vSphere.Machine.Remove.Disk 
Cloud.vSphere.Machine.Resize 
Cloud.vSphere.Machine.Compute.Dis
k.Resize 
Cloud.Azure.Machine.Add.Disk 
Cloud.Azure.Machine.Remove.DiskCl
oud.Azure.Machine.Resize 
Cloud.AWS.EC2.Instance.Add.Disk 
Cloud.AWS.EC2.Instance.Remove.Dis
k Cloud.AWS.EC2.Instance.Resize 
Cloud.AWS.EC2.Instance.Compute.Di
sk.Resize

シャットダウン Cloud.vSphere.Machine.Shutdown

中断 Cloud.vSphere.Machine.Suspend

Cloud.Azure.Machine.Suspend

仮想マシン スナップショットの作成 Cloud.vSphere.Machine.Snapshot.Cre
ate

スナップショットの削除 Cloud.vSphere.Machine.Snapshot.Del
ete

スナップショットに戻す Cloud.vSphere.Machine.Snapshot.Re
vert

クラウド マシン 破棄 Cloud.Azure.Machine.Delete

Cloud.AWS.EC2.Instance.Delete

Azure 仮想マシン 削除 Cloud.Azure.Machine.Delete

再起動 Cloud.Azure.Machine.Restart

起動 Cloud.Azure.Machine.PowerOn

停止 Cloud.Azure.Machine.PowerOff

VMware NSX セキュリティ グループ 再構成 Cloud.NSX.LoadBalancer.LoadBalanc
er.Reconfigure

Cloud.LoadBalancer.LoadBalancer.Re
configure
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エンドポイントに関する考慮事項

vRealize Automation 8 には、エンドポイントに関して次の考慮事項があります。

vRealize Automation 8 は、次のエンドポイントをサポートします。

表 8-4. vRealize Automation 8 でサポートされるエンドポイント

エンドポイント 追加方法

Azure クラウド アカウントとして追加

AWS クラウド アカウントとして追加

Google Cloud Platform クラウド アカウントとして追加

vCenter Server クラウド アカウントとして追加

NSX-T クラウド アカウントとして追加

NSX-V クラウド アカウントとして追加

Puppet 統合アカウントとして追加

注：   Puppet エンドポイントを vRealize Automation 8 に移行す

ることはできません。ただし、vRealize Automation 8 では、移行

後またはインストール時に Puppet エンドポイントを統合として追加

することがサポートされています。

Ansible 統合アカウントとして追加

注：   Ansible エンドポイントを vRealize Automation 8 に移行す

ることはできません。ただし、vRealize Automation 8 では、移行

後またはインストール時に Ansible エンドポイントを統合として追加

することがサポートされています。

IPAM 統合アカウントとして追加

vRealize Orchestrator 統合アカウントとして追加

vRealize Automation 8 does not support these endpoints:

n Hyper-V（スタンドアローン）

n Hyper-V (SCVMM)

n KVM (RHEV)

n NetApp ONTAP

n OpenStack

n プロキシ

n vCloud Air

n vCloud Director

n vROps
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n XenServer

Infoblox IP アドレス管理

Infoblox エンドポイントを移行するには、事前に移行先の vRealize Automation 8 環境で、マーケットプレイス

から vRealize Automation 8 用の最新の Infoblox プラグインをインストールする必要があります。また、

vRealize Automation 8 では、アドレス空間を選択する必要があります。選択されたアドレス空間がない状態でプ

ロファイルを移行しようとすると、移行は失敗します。

vRealize Automation 8 では、以下のプロパティやプロパティ グループはサポートされず、移行もされません。

n Infoblox.IPAM.createFixedAddress

n Infoblox.IPAM.createAddressAndPtrRecords

n Infoblox.IPAM.Network0.enableDhcp

n Infoblox.IPAM.Network0.aliases

n Infoblox.IPAM.createReservation

n Infoblox.IPAM.Network0.msDhcpServer

n Infoblox.IPAM.Network0.comment

n Infoblox.IPAM.createAddressRecord

n Infoblox.IPAM.Network0.enableDns

n Infoblox.IPAM.CustomHostname.ConditionalMachineCustomProperty0.Value

n Infoblox.IPAM.enableCustomHostname

n Infoblox.IPAM.Network0.dnsView

n Infoblox.IPAM.CustomHostame.ConditionalMachineCustomProperty0.Name

n Infoblox.IPAM.restartIfNeeded

n Infoblox.IPAM.createHostRecord

承認ポリシーに関する考慮事項

vRealize Automation 8 には、承認ポリシーに関して次の考慮事項があります。

vRealize Automation 8 の承認ポリシーでは、以下はサポートされません。

n Post レベル

n 複数のレベル

n 基準のネスト

n イベント サブスクリプションとの AP 統合

n 要求に基づく承認者の決定

n 承認者グループ

vRealize Automation 8 移行ガイド

VMware, Inc. 46



n E メールによる承認

vRealize Automation 8 の承認ポリシーで使用できるのは、cost、requestedBy、cpucount、memory の各

基準フィールドのみです。

vRealize Automation 7 の承認ポリシーを vRealize Automation 8 に移行すると、カタログ申請または Day 2 
アクション申請タイプとして移行されます。

表 8-5. カタログ申請

vRealize Automation 7 カタログ申請タイプ vRealize Automation 8 タイプ

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 Deployment.Create

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - 仮想マシン Deployment.Create

(resourceType = Cloud.vSphere.Machine)

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - クラウド マシン Deployment.Create

(resourceType = Cloud.AWS.EC2.Instance)

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - 既存ネットワーク Deployment.Create

(resourceType = Cloud.vSphere.Network)

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - NSX-T オンデマンド 

ロード バランサ

Deployment.Create

(resourceType = Cloud.NSX.LoadBalancer)

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - NSX-T 既存 NS グル

ープ

Deployment.Create

(resourceType = Cloud.SecurityGroup)

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - NSX-T オンデマンド 

NAT ネットワーク

Deployment.Create

(resourceType = Cloud.NSX.Network)

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - NSX-T オンデマンド 

ルーティング ネットワーク

Deployment.Create

(resourceType = Cloud.NSX.Network)

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - 既存セキュリティ グル

ープ

Deployment.Create

(resourceType = Cloud.SecurityGroup)

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - オンデマンド ルーティ

ング ネットワーク

Deployment.Create

(resourceType = Cloud.NSX.Network)

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - オンデマンド プライベ

ート ネットワーク

Deployment.Create

(resourceType = Cloud.NSX.Network)

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - オンデマンド ロード バ
ランサ

Deployment.Create

(resourceType = Cloud.NSX.Network)
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表 8-5. カタログ申請 （続き）

vRealize Automation 7 カタログ申請タイプ vRealize Automation 8 タイプ

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - オンデマンド NAT ネッ

トワーク

Deployment.Create

(resourceType = Cloud.NSX.Network)

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - Puppet

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - XaaS ブループリント

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - ソフトウェア コンポー

ネント

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - Ansible

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - 複合ブループリント

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - 既存セキュリティ タグ

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - コンテナ

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - コンテナ ネットワーク

サービス カタログ - カタログ アイテム申請 - コンテナ ボリューム

サポート対象外

表 8-6. Day 2 アクション申請

vRealize Automation 7 アクション タイプ vRealize Automation 8 アクション タイプ

リソース アクション申請 - リースの変更 - 展開 Deployment.ChangeLease

リソース アクション申請 - セキュリティの変更 - 展開 Cloud.vSphere.Machine.Change.SecurityGroup

リソース アクション申請 - スナップショットの作成 - 仮想マシン Cloud.vSphere.Machine.Snapshot.Create

リソース アクション申請 - スナップショットに戻す - 仮想マシン Cloud.vSphere.Machine.Snapshot.Revert

リソース アクション申請 - スナップショットの削除 - 仮想マシン Cloud.vSphere.Machine.Snapshot.Delete

リソース アクション申請 - 削除 - Azure 仮想マシン Cloud.Azure.Machine.Delete

リソース アクション申請 - 破棄 - クラウド マシン Cloud.AWS.EC2.Instance.Delete

リソース アクション申請 - 破棄 - 展開 Deployment.Delete

リソース アクション申請 - 破棄 - 仮想マシン Cloud.vSphere.Machine.Delete

リソース アクション申請 - パワーオフ - マシン Cloud.vSphere.Machine.PowerOff

Cloud.AWS.EC2.Instance.PowerOff

リソース アクション申請 - パワーオン - マシン Cloud.vSphere.Machine.PowerOn

Cloud.AWS.EC2.Instance.PowerOff

リソース アクション申請 - 再起動 - マシン Cloud.AWS.EC2.Instance.Reboot

Cloud.vSphere.Machine.Reboot

リソース アクション申請 - 再構成 - VMware NSX ロード バランサ Cloud.NSX.LoadBalancer.LoadBalancer.Reconfigure

リソース アクション申請 - 再プロビジョニング - マシン Cloud.AWS.EC2.Instance.Reprovision

Cloud.vSphere.Machine.Reprovision

リソース アクション申請 - 再起動 - Azure 仮想マシン Cloud.Azure.Machine.Restart

リソース アクション申請 - シャットダウン - マシン Cloud.vSphere.Machine.Shutdown
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表 8-6. Day 2 アクション申請 （続き）

vRealize Automation 7 アクション タイプ vRealize Automation 8 アクション タイプ

リソース アクション申請 - 起動 - Azure 仮想マシン Cloud.Azure.Machine.PowerOn

リソース アクション申請 - 停止 - Azure 仮想マシン Cloud.Azure.Machine.PowerOff

リソース アクション申請 - サスペンド - マシン Cloud.vSphere.Machine.Suspend

リソース アクション申請 - リースの変更 - マシン

リソース アクション申請 - 再構成のキャンセル - マシン

サービス カタログ - リソース アクション申請

リソース アクション申請 - NAT ルールの変更 - VMware NSX ネッ

トワーク

リソース アクション申請 - NAT ルールの変更 - VMware NSX-T 
ネットワーク

リソース アクション申請 - 所有者の変更 - 展開

リソース アクション申請 - 破棄 - コンテナ

リソース アクション申請 - 破棄 - コンテナ ネットワーク

リソース アクション申請 - ボリュームの破棄 - コンテナ ボリューム

リソース アクション申請 - 再構成の実行 - マシン

リソース アクション申請 - 期限切れ - 展開

リソース アクション申請 - 期限切れ - マシン

リソース アクション申請 - ツールのインストール - マシン

リソース アクション申請 - パブリック IP アドレスの管理 - Azure 仮
想マシン

リソース アクション申請 - パワーサイクル - マシン

リソース アクション申請 - 再構成 - マシン

リソース アクション申請 - VDI の登録 - 仮想マシン

リソース アクション申請 - カタログから削除 - Azure 仮想マシン

リソース アクション申請 - 再開 - 展開

リソース アクション申請 - スケール イン - 展開

リソース アクション申請 - スケール アウト - 展開

リソース アクション申請 - 開始 - コンテナ

リソース アクション申請 - 停止 - コンテナ

リソース アクション申請 - 登録解除 - マシン

リソース アクション申請 - VDI の登録解除 - 仮想マシン

リソース アクション申請 - 登録解除 - VMware NSX ネットワーク

リソース アクション申請 - 登録解除 - VMware NSX-T ネットワー

ク

サポート対象外

ネットワークに関する考慮事項

vRealize Automation 8 には、NSX、ロード バランサ、セキュリティ グループに関して次の考慮事項がありま

す。
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NSX (T/V) に関する考慮事項

注：   これらの考慮事項は、NSX を使用した vSphere ネットワークにのみ適用されます。

vRealize Automation 8 移行アシスタントは、プライベート ネットワーク コンポーネントを含むブループリント

のうち、移行用のプライベート ネットワーク プロファイルが含まれていないものはサポートしていません。

vRealize Automation 8 では、すべてのオンデマンド NSX-T ネットワークで新しい Tier-1 論理ルーターが作成

され、すべてのオンデマンド NSX-V ネットワークで新しい Edge が作成されます。

NSX のコンポーネントを vRealize Automation 7 から vRealize Automation 8 に移行すると、コンポーネント

の名前は次のように変更されます。

表 8-7. ブループリント コンポーネント

vRealize Automation 7 のコンポーネント vRealize Automation 8 のコンポーネント

NSX-(V/T) のオンデマンド NAT ネットワーク Cloud.NSX.Network (networkType: outbound) +

Cloud.NSX.Gateway（NAT ルールが 7 BP で指定されている場合

のみ）

NSX-(V/T) のオンデマンド ルーティング ネットワーク Cloud.NSX.Network (networkType: routed)

NSX-(V/T) のオンデマンド LB Cloud.NSX.LoadBalancer

NSX-V のオンデマンド プライベート ネットワーク Cloud.NSX.Network (networkType: private)

NSX-(V/T) の既存のセキュリティ グループ Cloud.SecurityGroup

既存のネットワーク Cloud.vSphere.Network

NSX-V のオンデマンド セキュリティ グループ

NSX-V の既存のセキュリティ タグ

サポート対象外。

表 8-8. 展開コンポーネント

vRealize Automation 7 のコンポーネント vRealize Automation 8 のコンポーネント

NSX-(V/T) のオンデマンド NAT ネットワーク ネットワーク コンポーネント (networkType: outbound)

NSX-(V/T) のオンデマンド ルーティング ネットワーク ネットワーク コンポーネント (networkType: routed)

NSX-(V/T) のオンデマンド LB Cloud.NSX.LoadBalancer

NSX-V のオンデマンド プライベート ネットワーク ネットワーク コンポーネント (networkType: private)

NSX-(V/T) のセキュリティ グループ SecurityGroup コンポーネント (type: Existing)

既存のネットワーク ネットワーク コンポーネント (networkType: existing)
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表 8-9. エンドポイント マッピング

vRealize Automation 7 でのエンドポイント vRealize Automation 8 でのエンドポイント

NSX-V NSX-V

注：   NSX-V エンドポイントは vCenter Server にリンクされます。

NSX-T NSX-T

注：   NSX-T エンドポイントは vCenter Server にリンクされます

（1:N のマッピング）。

NSX-T および NSX-V vCenter Server（ハイブリッド）

注：   3 つのエンドポイントすべてが移行されますが、vCenter 
Server にリンクされるのは NSX-T エンドポイントのみです。必要

な場合は、手動で追加のリンクを作成する必要があります。

ネットワーク プロファイル

vRealize Automation 7 の移行元環境に予約とネットワーク プロファイルの両方が含まれている場合は、移行時に

マージされて vRealize Automation 8 では 1 つのネットワーク プロファイルになります。

表 8-10. ネットワーク プロファイルの変換

名前 vRealize Automation 7 vRealize Automation 8

外部プロファイル 予約の中でネットワークに割り当てられます。 同等の CIDR が 8.x のサブネットで設定され

ます。IP アドレス範囲がサブネットで設定さ

れます。

ルーティング プロファイル 外部プロファイルにリンクされます。

予約の中で外部プロファイルが分散論理ルー

ターまたは Tier-0 論理ルーターで設定され

ます。

サブネットが隔離タイプであるネットワーク 

プロファイルが別途作成されます。

同等の CIDR（vRealize Automation 7 の
ルーティング プロファイルによる）とサブネッ

トが決定され、ネットワーク プロファイルに設

定されます。

サブネット サイズは、vRealize 
Automation 7 のサブネット マスクによっ

て決定されます。
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表 8-10. ネットワーク プロファイルの変換 （続き）

名前 vRealize Automation 7 vRealize Automation 8

NAT プロファイル 外部プロファイルにリンクされます。

予約の中で外部プロファイルが分散論理ルー

ターまたは Tier-0 論理ルーターで設定され

ます。

サブネットが隔離タイプであるネットワーク 

プロファイルが別途作成されます。

同等の CIDR（vRealize Automation 7 の 

NAT プロファイルによる）とサブネットが決

定され、ネットワーク プロファイルに設定され

ます。

デフォルトでは、サブネット サイズは 29 で
す。

vRealize Automation 7 で DHCP が有効

にされていると同時に固定 IP 範囲も設定され

ている場合、vRealize Automation 8 では 

IP アドレス範囲として DHCP と固定 IP が
割り当てられます。

プライベート プロファイル 外部プロファイルにリンクされます。

予約の中で外部プロファイルが分散論理ルー

ターまたは Tier-0 論理ルーターで設定され

ます。

サブネットが隔離タイプであるネットワーク 

プロファイルが別途作成されます。

同等の CIDR（vRealize Automation 7 の
プライベート プロファイルによる）とサブネッ

トが決定され、ネットワーク プロファイルに設

定されます。

デフォルトでは、サブネット サイズは 29 で
す。

注：   外部 IP アドレス管理は、すべてのネットワーク プロファイルでサポートされます。ただし、CIDR は設定さ

れず、IP アドレス管理の IP アドレス ブロックが範囲として設定されます。

ネットワーク プロファイルを作成するときは、アドレス空間と既存の IP アドレス ブロックを選択する必要がありま

す。

[サードパーティ IP アドレス管理を使用した NAT ネットワーク プロファイル]

vRealize Automation 7 では、アドレス空間を選択する必要はありませんでした。ネットワーク プロファイルで指

定されていたのは IP アドレス範囲のみです。展開時に、新しいオンデマンド アドレス空間が作成されて IP アドレ

ス範囲が設定されました。

vRealize Automation 8 では、ネットワーク プロファイルを作成するときにアドレス空間と既存の IP アドレス ブ
ロックを選択する必要があります。

セキュリティ グループ

vRealize Automation 8 では、ネットワーク コンポーネントがある場合にのみセキュリティ グループがリンクさ

れます。仮想マシンがネットワーク コンポーネントに接続されていない場合、ブループリントと展開の移行時にデフ

ォルトでネットワーク コンポーネントが作成されます。

vRealize Automation 7 のブループリントでは、ネットワーク コンポーネントをリンクすることなく、固定 IP ア
ドレスが NIC に割り当てられます。vRealize Automation 8 への移行時には、これらのブループリントに対して

デフォルトのネットワーク コンポーネントが作成されます。
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Azure ネットワーク

vRealize Automation 8 では、次のコンポーネントを含む Azure ブループリントがサポートされます。

n セキュリティ グループ

n vNET およびサブネット

注：   vRealize Automation 8 では、ロード バランサを使用する Azure ブループリントはサポートされません。

新しいロード バランサを作成する必要があります。

予約に関する考慮事項

vRealize Automation 8 には、予約に関して次の考慮事項があります。

vRealize Automation 8 の予約では、コンピューティング ポリシーにはクラウド ゾーン、ストレージ ポリシーに

はストレージ プロファイル、ネットワーク ポリシーにはネットワーク プロファイルが使用されます。これらの構成

要素は、タグを使用して相互にリンクされます。vRealize Automation 8 では、クラウド ゾーンは 1 つ以上のプロ

ジェクトにリンクされます。

予約の移行時には、以下のことが行われます。

1 コンピューティング コンポーネントはクラウド ゾーンとして移行され、タグが割り当てられます。

2 ストレージ コンポーネントは 1 つまたは複数のストレージ プロファイルとして移行され、作成済みのタグが割

り当てられます。

3 ネットワーク コンポーネントはネットワーク プロファイルとして移行され、作成済みのタグが割り当てられま

す。

4 クラウド ゾーンはプロジェクトに接続されます。

注：   予約に予約ポリシーが含まれている場合は、移行後のポリシーを表す機能タグもクラウド ゾーンに割り当てら

れます。

vRealize Automation 8 では、デフォルトのストレージ プロファイルも導入されています。移行された予約に複数

のストレージ プロファイルが含まれている場合、vRealize Automation 8 では 1 つがデフォルトのストレージ プ
ロファイルとして割り当てられます。プロビジョニングの前に、適切なストレージ プロファイルがデフォルトとして

選択されていることを確認します。選択されていない場合は、予約の下で目的のストレージ プロファイルの横にある

チェックボックスを選択します。

注：   vRealize Automation 7 では、Amazon の予約でストレージ配置ポリシーを構成することはできません。

vRealize Automation 8 移行アシスタント ツールでは、Amazon の予約を移行するときにストレージ プロファイ

ルは作成されません。

注：   有効なストレージ パスのみが vRealize Automation 8 に移行されます。無効なストレージ パスは 

vRealize Automation 8 に移行されません。
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最適化された予約

移行時に、予約は少数のクラウド ゾーンへと統合されます。

予約は、最適化のための計算に基づき、可能なかぎり少数のクラウド ゾーン、ストレージ プロファイル、およびネ

ットワーク プロファイルへと統合されます。たとえば、同じコンピューティング リソースを使用する 5 つの予約が

ある場合、これらの予約は移行後の vRealize Automation 8 では 1 つのクラウド ゾーンへと統合されます。

n 同じコンピューティング リソースを使用する複数の予約は、1 つのクラウド ゾーンとして移行されます。

n 同じストレージ パスを使用する複数の予約は、1 つのストレージ プロファイルとして移行されます。

n 同じネットワークを使用する複数の予約は、1 つのネットワーク プロファイルとして移行されます。

カスタム プロパティに関する考慮事項

vRealize Automation 8 には、カスタム プロパティに関して次の考慮事項があります。

これらのカスタム プロパティは、ブループリントの移行時に入力プロパティ パラメータとして移行され、クラウド 

テンプレートのコンポーネント フィールドにリンクされます。

n VirtualMachine.CPU.Count

n VIrtualMachine.Memory.Size

n VirtualMachine.NetworkN.PrimaryDNS

n VirtualMachine.NetworkN.SecondaryDNS

n VirtualMachine.NetworkN.Gateways

n VirtualMachine.NetworkN.DnsSuffix

n VirtualMachine.NetworkN.DnsSearchSuffixes

n VirtualMachine.NetworkN.Address

n VirtualMachine.NetworkN.AddressType

n VirtualMachine.NetworkN.NetworkProfileName

n VirtualMachine.NetworkN.ProfileName

n VirtualMachine.NetworkN.SubnetMask

n 展開リソースに関連付けられたカスタム プロパティ。これらのカスタム プロパティは、vRealize Automation 
8 では動作しないか意味を持たない可能性のある 7.x のプロパティと共に移行されます。

その他すべてのカスタム プロパティは、クラウド テンプレート スキーマの一部として移行されます。

VMware Cloud Templates で定義された各プロパティは、文字列、ブール値、10 進数、オブジェクト、配列、お

よび数値の各型をサポートします。

プロパティ グループに関する考慮事項

vRealize Automation 8 には、プロパティ グループに関して次の考慮事項があります。
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プロパティ グループは、クラウド テンプレートのカスタマイズに使用できるカスタム プロパティのグループです。

プロパティ グループを vRealize Automation 7.x から vRealize Automation 8.x に移行する場合は、次の考慮

事項を確認してください。

n vRA 7.x では、プロパティ グループは 1 つのテナントのみにリンクすることもテナント間で共有することもで

きます。これらのプロパティ グループを vRA 8.x に移行すると、1 つのテナントのみにリンクされ、テナント

の名前がプロパティ グループ名に付加されて <propertygroupname>_<tenantname> のようになります。

グループがテナント間で共有されている場合、vRA 8.x では名前は変更されずにそのまま移行されます。

n 定数プロパティ（[申請に表示] が false）を含むプロパティ グループは、定数タイプのプロパティ グループ 

<propertygroupname>_constants として移行されます。編集可能なプロパティ（[申請に表示] が true）

を含むプロパティ グループは、入力タイプのプロパティ グループ <propertygroupname>_inputs として移

行されます。プロパティ グループに定数プロパティと編集可能なプロパティの両方が含まれている場合、移行時

にプロパティ グループは 2 つのプロパティ グループ（<propertygroupA>_constants と 

<propertygroupA>_inputs）に分割されます。

n 移行するプロパティ グループと同じ名前のプロパティ グループが vRealize Automation 8.x 環境に含まれて

いる場合、移行されたプロパティ グループの名前には <propertygroupname>_3439553 のようにランダム

な数字が付加されます。

n vRealize Automation 8 では、プロパティ名の中で「-」と「.」は使用できません。これらの文字は、移行時

に「_」に置き換えられます。

n クラウド テンプレートまたはコンポーネントで直接使用されているカスタム プロパティは、プロパティ グルー

プよりも優先されます。

n vRealize Automation 8.x では、すべてのプロパティ データ タイプがサポートされます。ただし、vRealize 
Automation でこれらのデータ タイプ内のすべての機能がサポートされるわけではありません。サポートされ

ない機能は、移行評価レポートでフラグが付けられます。

n vRealize Automation 8.x では、vRO アクションによって入力されたドロップダウンはサポートされません。

ドロップダウンの値は、手動で定数として定義する必要があります。

n vRealize Automation 8.x では、プロパティが表示される順序は移行されません。

表 8-11. サポートされるプロパティ グループ属性

vRA 7.x の属性 vRA 8.x でのマッピング

プロパティ グループ属性

名前 表示名

ID 名前

可視性：すべてのテナント 該当なし

可視性：このテナント 可視性：このテナント

説明 説明

プロパティ グループのプロパティの属性

名前 名前
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表 8-11. サポートされるプロパティ グループ属性 （続き）

vRA 7.x の属性 vRA 8.x でのマッピング

値 デフォルト値

暗号化済み 暗号化済み

申請に表示：true 入力タイプのプロパティ グループの一部とし

て作成されます。このプロパティのプロパテ

ィ定義が存在する場合は、定義が適用されま

す。

申請に表示：false 定数タイプのプロパティ グループの一部とし

て作成されます。このプロパティに対してプ

ロパティ定義がある場合、その定義は無視され

ます。

プロパティ定義の属性

名前 名前

ラベル 表示名

可視性：すべてのテナント 該当なし

可視性：このテナント 可視性：このテナント

説明 説明

表示順序 該当なし

プロパティ定義のデータ タイプの属性

ブール値 表示方法：チェックボックス 表示方法：チェックボックス

表示方法：はい/いいえ 該当なし

日時 必須：はい

必須：いいえ

必須：はい

必須：いいえ

最小値

最大値

該当なし

表示方法：日時ピッカー 該当なし

10 進数 必須：はい

必須：いいえ

該当なし

最小値

最大値

最小値

最大値

増分 該当なし

表示方法：ドロップダウン/静的リスト/カスタ

ム値入力有効：true/静的リスト：true
該当なし

表示方法：ドロップダウン/静的リスト/カスタ

ム値入力有効：false/静的リスト：true
表示方法：ドロップダウン/静的リスト/カスタ

ム値入力有効：false/静的リスト：true

表示方法：ドロップダウン/外部値 該当なし
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表 8-11. サポートされるプロパティ グループ属性 （続き）

vRA 7.x の属性 vRA 8.x でのマッピング

表示方法：スライダ 該当なし

表示方法：テキストボックス 表示方法：テキストボックス

整数 必須：はい

必須：いいえ

該当なし

最小値

最大値

最小値

最大値

増分 該当なし

表示方法：ドロップダウン/静的リスト/カスタ

ム値入力有効：true/静的リスト：true
該当なし

表示方法：ドロップダウン/静的リスト/カスタ

ム値入力有効：false/静的リスト：true
表示方法：ドロップダウン/静的リスト/カスタ

ム値入力有効：false/静的リスト：true

表示方法：ドロップダウン/外部値 該当なし

表示方法：スライダ 該当なし

表示方法：テキストボックス 表示方法：テキストボックス

セキュリティで保護された文字列 必須：はい

必須：いいえ

必須：はい

必須：いいえ

表示方法：確認が必要なパスワード 該当なし

表示方法：検証付きテキストボックス 表示方法：検証付きテキストボックス

表示方法：検証なしのテキストボックス 表示方法：検証なしのテキストボックス

文字列 必須：はい

必須：いいえ

必須：はい

必須：いいえ

表示方法：ドロップダウン/静的リスト/カスタ

ム値入力有効：true/静的リスト：true
該当なし

表示方法：ドロップダウン/静的リスト/カスタ

ム値入力有効：false/静的リスト：true
表示方法：ドロップダウン/静的リスト/カスタ

ム値入力有効：false/静的リスト：true

表示方法：ドロップダウン/外部値 該当なし

表示方法：E メール 該当なし

表示方法：ハイパーリンク 該当なし

表示方法：テキストエリア 該当なし

表示方法：検証付きテキストボックス 表示方法：検証付きテキストボックス

表示方法：検証なしのテキストボックス 表示方法：検証なしのテキストボックス
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マルチテナントに関する考慮事項

vRealize Automation 8 には、マルチテナントに関して次の考慮事項があります。

複数のテナントを vRealize Automation 8 の 1 つのテナントに移行する場合は、次の点を考慮してください。

n サブスクリプション - 既存のサブスクリプションと同じ名前の 2 つ目のサブスクリプションを移行すると、条件

とワークフローは 2 つ目のサブスクリプションの基準に従って更新されます。

n ブループリント - 同じ名前の 2 つ目のブループリントを別のテナントから移行すると、そのブループリントはス

キップされ、最初に移行されたブループリントが両方のテナントのビジネス グループで共有されます。

n カスタム リソース - 1 つ目のカスタム リソースを移行するときに、移行アシスタントはワークフローの作成、更

新、破棄、および Day 2 アクション（該当する場合）の基準を作成します。同じ名前の 2 つ目のカスタム リソ

ースを移行すると、Day 2 アクションだけが更新されます。
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vRealize Automation 7 サブスクリ
プションの移行 9
vRealize Automation 7 の移行元環境に対して移行評価を実行した後、個別のサブスクリプションを vRealize 
Automation 8 に移行できます。

サブスクリプションに関する移行評価の結果は、[移行] - [サブスクリプション] タブに一覧表示されます。評価済み

のすべてのサブスクリプションが、ステータスと共に表示されます。

n 準備完了 - サブスクリプションの移行の準備は完了しています。移行準備のアクションは不要です。

n 準備完了（警告あり）- サブスクリプションは準備完了ですが、確認が必要です。移行に影響を与える可能性が

ある問題を修正します。

n 準備ができていません - サブスクリプションは移行の準備ができていません。移行元環境のサブスクリプショ

ンの詳細を確認し、注意が必要な領域を修正します。

n 評価中 - サブスクリプションは移行準備のために評価中です。

n [評価が失敗しました] - 評価が失敗しました。テストを再試行してください。

該当する場合は、「準備ができていません」または「準備完了（警告あり）」と表示されたサブスクリプションを修正

した後、サブスクリプションを選択し、[更新] をクリックして評価結果テーブル上のステータスを更新します。ま

た、評価レポートでは、サポートされていないサブスクリプション条件にフラグが付けられます。そのようなサブス

クリプションは、移行の前にサポートされていない条件を修正し、サブスクリプションの再評価を行う必要がありま

す。
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サブスクリプションを移行するには、「準備ができていません」または「準備完了（警告あり）」ステータスのサブス

クリプションを 1 つ以上選択し、[移行] をクリックします。

注：   サブスクリプションを移行するには、少なくとも 1 つの移行済みのビジネス グループが、あらかじめ vRealize 
Automation 8 内に必要です。サブスクリプションに vRO ワークフローへの依存関係がある場合、その依存関係が

事前に移行されていないと移行は失敗します。

移行後、サブスクリプションの名前をクリックすると、サブスクリプションの評価と移行の結果およびステータスを

表示できます。

n 移行中 - サブスクリプションを移行しています。

n 移行済み - 移行は正常に完了しました。移行されたサブスクリプションは、vRealize Automation 8 環境で表

示して使用できます。

n 失敗 - 移行は失敗しました。移行元環境でサブスクリプションを確認し、必要に応じて変更してから移行を再試

行します。

n 除外済み - 「準備ができていません」として一覧表示されていたサブスクリプションは移行されていますが、準

備ができていないアイテムは移行されず、「除外済み」として一覧表示されています。

移行されたサブスクリプションは、[Cloud Assembly] - [拡張性] に一覧表示されます。移行されたサブスクリプ

ションを [拡張性] タブで開くと、関連付けられている条件と ID が一覧表示されます。

注：   vRealize Automation 7 のサブスクリプションに「OR」条件が含まれている場合、そのサブスクリプショ

ンが vRealize Automation 8 に移行されると、同じワークフローにイベントを送信する 2 つのサブスクリプショ

ンになります。

移行したサブスクリプションを選択して [ロールバック] をクリックすると、移行済みのサブスクリプションをロール

バックできます。

注：   移行したアイテムに変更を加えた後でロールバックすると、移行後のすべての変更が削除されます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n サブスクリプションのマッピングと考慮事項
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サブスクリプションのマッピングと考慮事項

vRealize Automation 7 から vRealize Automation 8 に移行する場合、サブスクリプションはそれぞれ異なる方

法でマッピングおよびサポートされます。

vRealize Automation 8 で vRealize Automation 7 サブスクリプションを使用する方法については、マッピング 

テーブルを確認してください。

表 9-1. vRealize Automation 8 サブスクリプション マッピング

vRealize Automation 7 サブスクリプシ

ョン vRealize Automation 8 での処理 考慮事項

ブループリント コンポーネントの完了 展開リソースの完了 vRealize Automation 8 でのサポート条

件：

n componentId

n blueprintId

n deploymentId

ブループリント コンポーネントの申請 展開リソースの申請 vRealize Automation 8 でのサポート条

件：

n componentId

n blueprintId

n deploymentId

ブループリント構成 ブループリント構成 vRealize Automation 8 でのサポート条

件：

n blueprintId

サポートされるスキーマ：

n name

n eventType

n status

n ID

n description

ブループリント申請の完了 展開の完了 vRealize Automation 8 でのサポート条

件：

n blueprintId

n deploymentId

ブループリントの申請 展開の申請 vRealize Automation 8 でのサポート条

件：

n blueprintId

n deploymentId

カタログ申請の完了 展開の完了 vRealize Automation 8 でのサポート条

件：

n blueprintId

n deploymentId

カタログ申請の受信 展開の申請 該当なし
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表 9-1. vRealize Automation 8 サブスクリプション マッピング （続き）

vRealize Automation 7 サブスクリプシ

ョン vRealize Automation 8 での処理 考慮事項

コンポーネント アクションの完了 展開リソース アクションの完了 vRealize Automation 8 でのサポート条

件：

n componentId

n blueprintId

n deploymentId

コンポーネント アクションの申請 展開リソース アクションの申請 vRealize Automation 8 でのサポート条

件：

n componentId

n blueprintId

n deploymentId

展開アクションの完了 展開アクションの完了

(deployment.action.post)

vRealize Automation 8 でのサポート条

件：

n blueprintId

n deploymentId

サポートされるスキーマ：

n actionName

n deploymentId

n statusId

n failureMessage

展開アクションの申請 展開アクションの申請

(deployment.action.pre)

vRealize Automation 8 でのサポート条

件：

n blueprintId

n deploymentId

サポートされるスキーマ：

n actionName

n deploymentId

n ID

EventLog デフォルト イベント EventLog

(broker.event.log)

該当なし

マシン プロビジョニング ライフサイクル状態イベント

特定のライフサイクル状態とイベント トピッ

クの詳細については、ライフサイクル状態イベ

ントに関する下記の表を参照してください。

vRealize Automation 8 でのサポート条

件：

n lifecycleState

n componentId

n blueprintName

n componentTypeId

n endpointId

ライフサイクル状態イベント

マシン プロビジョニング vRealize Automation 7 サブスクリプションは、さまざまな状態、イベント、およびイ

ベント トピックをサポートする vRealize Automation 8 のライフサイクル状態イベント サブスクリプションに

変換されます。
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表 9-2. 

状態 イベント イベント トピック

[VMPSMasterWorkflow32]

Building Machine コンピューティング プロビジョニング

DeactivateMachine コンピューティングの削除

Disposing n OnDisposeComplete（プロビジョニン

グ）

n OnDisposeTimeout（プロビジョニン

グ）

n OnUnregisterMachine（プロビジョニ

ング）

コンピューティングの削除

MachineActivated OnCatalogRegistrationComplete（プロ

ビジョニング）

コンピューティング プロビジョニング後

MachineProvisioned コンピューティング プロビジョニング後

Requested OnProvisionMachine（プロビジョニング） コンピューティング プロビジョニング

UnprovisionMachine コンピューティングの削除

WaitingToBuild コンピューティング プロビジョニング

[クローン ワークフロー]

BuildComplete コンピューティング プロビジョニング後

CloneMachine n OnCloneMachineComplete

n OnCloneMachineTimeout

コンピューティング プロビジョニング

CustomizeMachine n OnCustomizeMachineComplete

n OnCustomizeMachineTimeout

コンピューティング プロビジョニング

CustomizeOS n OnCustomizeOS

n OnCustomizeOSComplete

n OnCustomizeOSTimeout

コンピューティング プロビジョニング
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vRealize Automation 7 展開の移行 10
vRealize Automation 7 の移行元環境に対して移行評価を実行した後、展開を vRealize Automation 8 に移行で

きます。

ビジネス グループの展開の移行評価の結果は、[移行] - [展開] タブに一覧表示されます。評価済みのすべての展開

が、ステータスと共に表示されます。

n 準備完了 - 展開の移行の準備は完了しています。移行準備のアクションは不要です。

n 準備完了（警告あり） - 展開は準備完了ですが、確認が必要です。移行に影響を与える可能性がある問題を修正

します。

n 準備ができていません - 展開は移行の準備ができていません。移行元環境の展開の詳細を確認し、注意が必要な

領域を修正します。

n 評価中 - 展開は移行準備のために評価中です。

n [評価が失敗しました] - 評価が失敗しました。テストを再試行してください。

必要に応じて展開を変更した後、展開を再評価するためにビジネス グループを選択し、[更新] をクリックして、評価

結果テーブル上のステータスを更新します。

注：   展開を移行するためには、関連付けられているビジネス グループの vRealize Automation 8 への移行が事

前に成功している必要があります。これは、展開の評価ステータスとは関係ありません。

[必須：]展開を移行する前に、vRealize Automation 8 環境のスナップショットを作成する必要があります。

展開を移行するには、[展開] タブで任意のステータスを持つ 1 つ以上のビジネス グループを選択し、[移行] をクリ

ックします。準備ができていない展開は移行から除外されます。

注：   展開の移行は、移行が成功しても失敗しても元に戻せません。展開の移行を再試行することはできません。

移行後、ビジネス グループの名前をクリックすると、グループの展開の評価と移行の結果およびステータスを表示で

きます。

n 移行中 - 展開を移行しています。

n 移行済み - 展開は正常に移行されました。移行された展開は、vRealize Automation 8 環境で表示して使用で

きます。

n 失敗 - 展開の移行に失敗しました。

n 除外済み - 展開は準備ができていないため、移行から除外されました。
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特定のビジネス グループの展開を移行するには、その前にビジネス グループのインフラストラクチャを移行する必

要があります。インフラストラクチャの移行のステータスは、[移行] - [展開] タブにも表示されます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n 展開に関する考慮事項

n NSX 展開のオンボーディング サポート

展開に関する考慮事項

展開の移行は 3 段階のプロセスで、インフラストラクチャ展開コンポーネントの移行、XaaS 展開コンポーネントの

移行、移行した展開のカスタマイズから構成されます。

[インフラストラクチャ展開コンポーネントの移行]

vRealize Automation は、クラウド プロバイダにインフラストラクチャ コンポーネントをプロビジョニングしま

す。インフラストラクチャ コンポーネントの移行は、vRealize Automation 8 の Onboarding 機能を使用し、次

の 2 つの部分から構成されます。

n リソースのタグ付け

n vRealize Automation 7 のエンドポイントを移行すると、vRealize Automation 8 クラウド アカウント

が作成され、レガシー エンドポイントが表すクラウド プロバイダに対するデータ収集がトリガされます。

移行では、移行元の展開を使用して、vRealize Automation 8 内で一致するリソースと、それを vRealize 
Automation 8 の管理用にオンボーディングするために必要なデータを探し、タグ付けします。

n リソースのオンボーディング

n 移行では、関連するタグ付きリソースをプランにリンクし、vRealize Automation 7 のときと同様に展

開/コンポーネント階層を再構築するために、オンボーディング プラン（ビジネス グループごとに 1 つ）お

よび具体的なオンボーディング ルールを作成します。プランが完成すると、移行アシスタントによってその

プランが使用され、移行元の展開が移行されます。

[XaaS 展開コンポーネントの移行]

移行アシスタントは、XaaS コンポーネントをインフラストラクチャと分けて管理します。

n 展開に XaaS コンポーネントのみが含まれる場合、移行アシスタントは展開とそのすべての XaaS コンポーネ

ントを移行します。

n 展開にインフラストラクチャ コンポーネントと XaaS コンポーネントの両方が含まれている場合、移行アシス

タントは、オンボーディング時に作成されたターゲット展開を特定し、すべての XaaS コンポーネントをそこに

移動します。

注：   移行アシスタントによって作成された導入プランを再実行した場合は、インフラストラクチャ コンポーネント

のオンボーディングのみが再試行されます。XaaS 展開コンポーネントの移行、および展開のカスタマイズは再試行

されません。

[移行した展開のカスタマイズ]
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この最後のステップでは、次の順序でこれらのカスタマイズを適用することで、移行した展開を細かく調整します。

1 展開の名前と説明を設定します。vRealize Automation 7 とは異なり、vRealize Automation 8 では同じ名

前の展開は許可されません。移行すると、展開コンテナを移行するときに移行アシスタントによって一意の名前

が強制的に適用されます。

2 展開リースを設定します。

3 展開申請履歴を Cloud Assembly に複製します。

4 展開の所有者を設定します。vRealize Automation 8 では、展開の所有者に対する制限があります。詳細につ

いては、展開の制限事項を参照してください。このカスタマイズでは、展開の所有者の詳細がレコードの展開リ

ソース メタデータに保存されます。

[展開に関する考慮事項]

vRealize Automation 8 移行アシスタントでは、展開に関して新たに次の点を考慮する必要があります。

n 展開の移行中、コンピューティング処理により、プロジェクトの配置割り当てが使用されます。展開を移行する

前に、[Cloud Assembly] - [インフラストラクチャ] - [プロジェクト] - [プロビジョニング] の順に選択して、

配置割り当てが十分にあることを確認します。クラウド ゾーンごとに、制限が表示されます。

n 展開を移行すると、移行前の環境と vRealize Automation 8 環境の両方で展開がアクティブになります。マシ

ンが誤って削除または破棄されないようにするには、該当するユーザーを vRealize Automation 7 のビジネス 

グループから削除し、移行元の環境で展開のリースを変更して期限切れにならないようにします。

n ソース インフラストラクチャを移行してから展開を移行しようとすると、展開の移行に失敗することがありま

す。展開の移行が失敗した場合は、オンボーディング プランを再実行します。オンボーディング プランの詳細。

NSX 展開のオンボーディング サポート

展開のオンボーディングでは、次の NSX コンポーネントがサポートされます。

サポートされる NSX コンポーネント

n NSX (T/V) のオンデマンド ルーティング ネットワーク

n NSX (T/V) のオンデマンド NAT ネットワーク

n NSX (T/V) の外部ネットワーク

n NSX (T/V) の既存のセキュリティ グループ

n NSX V のオンデマンド プライベート ネットワーク

n NSX (T/V) のアプリケーション隔離。これは既存のセキュリティ グループになります。

n NSX V のオンデマンド セキュリティ グループ。これは既存のセキュリティ グループになります。

n NSX (T/V) のオンデマンド ロード バランサ

注：   ネットワークに何らかの NAT ルールが指定されていても、オンボーディングされるネットワーク コンポーネ

ントには設定されません。また、外部ネットワークが移行元環境内の仮想マシンに接続されていない場合、オンボー

ディングされません。
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vRealize Orchestrator の移行 11
vRealize Automation 7.x 環境に組み込まれた既存の vRealize Orchestrator を、組み込みの vRealize 
Orchestrator 8.x に移行できます。

移行は vRealize Orchestrator 7.3 以降でサポートされています。

vRealize Orchestrator の移行では、組み込みの移行元 vRealize Orchestrator 構成が現在の vRealize 
Orchestrator 8.x 環境に転送され、既存のすべての要素が上書きされます。これには、ワークフロー、アクション、

構成要素とリソース要素（ワークフローや構成要素内のセキュアな文字列を含む）、パッケージ、タスク、ポリシー、

証明書と信頼済み証明書、プラグイン、プラグイン設定、js-io-rights.conf ファイル内のカスタム レコード、

コントロール センターのシステム プロパティが含まれます。移行は、組み込みとカスタムの両方の vRealize 
Orchestrator コンテンツが対象です。

次のデータは移行先 vRealize Orchestrator のパフォーマンスおよび使用状況に影響を与える可能性があるため、

移行された vRealize Orchestrator 構成に含まれません。

n 移行元 vRealize Orchestrator の VCAC、VCACCAFE、GEF、データ管理、およびワークフロー ドキュメ

ントのプラグイン。ワークフローの実行とは別に、これらのプラグインに関連付けられているすべての 

vRealize Orchestrator コンテンツは、移行先環境に移行されません。

n コントロール センターの [情報の収集] 画面の Syslog サーバ構成。

n ワークフロー実行ログ。

n 動的タイプのプラグイン設定。

この章には、次のトピックが含まれています。

n 組み込み vRealize Orchestrator 7.x インスタンスの移行

n 組み込み vRealize Orchestrator 7.x クラスタの移行

n ファイル システムにアクセスするコンテンツに対する追加の移行要件

組み込み vRealize Orchestrator 7.x インスタンスの移行

vRealize Automation 7.x に組み込まれた単一ノード vRealize Orchestrator インスタンスを、組み込みの 

vRealize Orchestrator 8 環境に移行できます。

移行すると、組み込みの vRealize Orchestrator 7.x の設定が vRealize Orchestrator 8.x 環境に転送されます。

移行により、vRealize Orchestrator 8.x 環境に含まれる既存のすべての要素が上書きされます。
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vRealize Orchestrator アプライアンスにバンドルされている vro-migrate スクリプトを使用して移行を実行

します。

注：   移行スクリプトにより、vRealize Orchestrator サービスは自動的に停止します。移行元の vRealize 
Automation 環境のメンテナンス ウィンドウをスケジューリングすることが必要になる場合があります。

前提条件

n 移行は組み込みの vRealize Orchestrator 7.3 以降でサポートされています。

n 移行先 vRealize Automation 環境をバックアップします。

n 移行元 vRealize Automation インスタンスおよび移行先 vRealize Automation 環境で SSH アクセスが有

効になっていることを確認します。

n 移行先の vRealize Automation 環境から移行元の vRealize Automation データベースにアクセスできるこ

とを確認します。

手順

1 SSH を使用して、移行先環境の vRealize Orchestrator アプライアンスのコマンド ラインに root としてロ

グインします。

2 移行を開始するには、vro-migrate スクリプトを実行します。

3 コマンド プロンプトに従って、移行元 vRealize Orchestrator インスタンスの完全修飾ドメイン名 (FQDN) 
と認証情報を指定します。

4 （オプション） 移行の進行状況を追跡するには、移行ログにアクセスします。

a 別の SSH セッションを使用して、移行先の vRealize Orchestrator アプライアンスのコマンド ラインに 

root としてログインします。

b tail -f /var/log/vro-migration.log コマンドを実行します。

移行プロセスが開始します。移行が終了すると、移行先の vRealize Orchestrator アプライアンスに通知が送

信されます。

5 （オプション） 移行プロセスが完了したら、移行元 vRealize Orchestrator アプライアンスにログインし、

vco-server サービスと vco-configurator サービスを再起動します。

注：   vRealize Orchestrator サービスを再起動することで、移行後に確実に 7.x 展開にアクセスできるよう

になります。再起動後、移行元 vRealize Automation の [サービス] タブに移動して、vRealize 
Orchestrator サービスが登録されていることを確認します。

6 SSH 経由で移行先 vRealize Automation アプライアンスにログインし、kubectl get pods -n 
prelude を実行して、vRealize Orchestrator アプライアンスから 3/3 がレポートされることを確認しま

す。

注：   kubectl get pods -n prelude コマンドを実行する前に、最大 20 分待つことが必要な場合があ

ります。

7 移行先の vRealize Automation 環境で vRealize Orchestrator にアクセスできることを確認します。
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組み込み vRealize Orchestrator 7.x クラスタの移行

vRealize Automation 7.x 環境に組み込まれたクラスタ化 vRealize Orchestrator 展開を、組み込みの 

vRealize Orchestrator 8.2 パッチ 1 環境に移行できます。

移行すると、クラスタ化 vRealize Orchestrator 7.x の設定が vRealize Orchestrator 8.2 パッチ 1 環境に転送

されます。移行により、vRealize Orchestrator 8.x 環境に含まれる既存のすべての要素が上書きされます。

vRealize Orchestrator アプライアンスにバンドルされている vro-migrate スクリプトを使用して移行を実行

します。

注：   移行スクリプトを実行すると、プライマリ ノードの vRealize Orchestrator サービスが自動的に停止しま

す。移行スクリプトを実行する前に、クラスタ化された 7.x 展開のレプリカ ノードのサービスを停止してください。

service vco-server stop
service vco-configurator stop

前提条件

n 移行は組み込みの vRealize Orchestrator 7.3 以降でサポートされています。

n 移行先の vRealize Automation 8.2 パッチ 1 環境で vRealize Orchestrator クラスタを構成します。

『VMware vRealize Orchestrator のインストールと構成』の「vRealize Orchestrator クラスタの設定」

を参照してください。

n 移行先 vRealize Automation 環境をバックアップします。

n 移行元 vRealize Automation インスタンスおよび移行先 vRealize Automation 環境で SSH アクセスが有

効になっていることを確認します。

n 移行先の vRealize Automation 環境から移行元の vRealize Automation データベースにアクセスできるこ

とを確認します。

手順

1 SSH を使用して、移行先環境の vRealize Orchestrator アプライアンスのコマンド ラインに root としてロ

グインします。

2 移行を開始するには、vro-migrate スクリプトを実行します。

3 コマンド プロンプトに従って、移行元 vRealize Orchestrator インスタンスの完全修飾ドメイン名 (FQDN) 
と認証情報を指定します。

4 （オプション） 移行の進行状況を追跡するには、移行ログにアクセスします。

a 別の SSH セッションを使用して、移行先の vRealize Orchestrator アプライアンスのコマンド ラインに 

root としてログインします。

b tail -f /var/log/vro-migration.log コマンドを実行します。

移行プロセスが開始します。移行が終了すると、移行先の vRealize Orchestrator アプライアンスに通知が送

信されます。
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5 移行プロセスが完了したら、移行先の vRealize Orchestrator アプライアンスのコマンド ラインで次のスクリ

プトを実行します。

kubectl -n prelude scale deployment vco-app --replicas=3

6 （オプション） 移行後に vRealize Orchestrator 7.x 環境にアクセスする場合は、移行元の vRealize 
Orchestrator アプライアンスにログインし、vco-server サービスと vco-configurator サービスを再

起動します。

結果

これで、クラスタ化 vRealize Orchestrator 展開が移行されました。

ファイル システムにアクセスするコンテンツに対する追加の移行要
件

vRealize Orchestrator ファイル システムに移行されるコンテンツは、新しいコンテナベース アプライアンスの要

件に従う必要があります。

vRealize Orchestrator アプライアンスはコンテナ内で実行されているため、ファイル システムへのアクセスに制

限があります。vRealize Orchestrator スクリプト API からファイルにアクセスできるかどうかは、js-io-
rights.conf ファイルによって決まりますが、ファイル システム内の任意のフォルダを使用することはできませ

ん。vRealize Orchestrator サービスにアクセス可能なメイン フォルダは /var/run/vco です。vRealize 

Orchestrator アプライアンス ファイル システムでは、このフォルダは /data/vco/var/run/vco にマッピン

グされています。vRealize Orchestrator スクリプト API にアクセスするすべてのローカル ファイルは、指定さ

れたメイン ディレクトリに移動する必要があります。メイン ディレクトリには、コンテンツのサブディレクトリを

作成できます。

たとえば、外部 NFS ボリュームを vRealize Orchestrator アプライアンスにマウントする場合は、/
data/vco/var/run/vco/mount_directory_path にマウントする必要があります。その後、vRealize 

Orchestrator スクリプト API は、/var/run/vco/mount_directory_path にマウントされた NFS ボリ

ュームにアクセスできるようになります。

Kerberos の設定

Kerberos の設定を使用するには、/data/vco/usr/lib/vco/app-server/conf/krb5.conf ファイル

のみを使用します。Kerberos デバッグ ログの詳細については、『VMware vRealize Orchestrator のインストー

ルと構成』の「Kerberos デバッグ ログの有効化」を参照してください。
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移行の結果の確認方法 12
vRealize Automation 7 の移行元環境のコンポーネントを移行した後で、移行の結果を表示できます。

移行の結果を表示するには、[インフラストラクチャ]、[サブスクリプション]、[展開] の各タブで [移行の結果] タブ

をクリックします。移行したコンポーネントが、次のステータスと共に表示されます。

n 移行中 - アイテムを移行しています。

n 移行済み - 移行は正常に完了しました。移行されたアイテムを vRealize Automation 8 環境で確認、使用で

きます。

n 失敗 - 移行は失敗しました。移行元環境でアイテムを確認し、必要に応じて変更してから移行を再試行します。

n 除外済み - 「準備ができていません」と示されたビジネス グループ、サブスクリプション、またはデプロイが移

行されましたが、少なくとも 1 つの準備ができていないアイテムが移行されず、除外済みとして一覧表示されて

います。

n ロールバック - 移行されたアイテムはロールバックされ、vRealize Automation 8 では使用できません。

[エクスポート] をクリックして移行結果をエクスポートすることもできます。移行結果レポートに含まれているラ

イブ リンクをクリックすると、移行されたコンテンツが vRealize Automation 8 で開きます。

この章には、次のトピックが含まれています。

n vRealize Automation 7 と vRealize Automation 8 の間の構造のマッピングを表示する方法 

vRealize Automation 7 と vRealize Automation 8 の間の構造の
マッピングを表示する方法

移行アシスタント ツールを使用すると、vRealize Automation 7 のソース インスタンスと vRealize 
Automation 8 の間のマッピングを表示できます。

移行後、vRealize Automation 8 内のコンポーネントは vRealize Automation 7 とは異なる方法でマッピングさ

れる可能性があります。移行の結果を表示したら、マッピング構造の表を参照して、ソース コンポーネントがどのよ

うに移行、保存されたかを確認します。
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共通予約

共通予約は、クラウド ゾーン、コンピューティング、および地域のパラメータが一致することによって識別されま

す。移行すると、共通予約には予約ポリシーに基づくタグが移行アシスタント ツールによって割り当てられ、同じク

ラウド ゾーン内の 1 つの予約としてマージされます。このマージ プロセスは、ネットワーク プロファイルとストレ

ージ プロファイルの移行にも適用されます。

注：   移行の前にネットワーク プロファイルを定義していない場合、移行アシスタント ツールは予約名に基づいて新

しいネットワーク プロファイルを作成し、その後の予約に再利用します。

移行結果および予約マッピングを表示するには、移行されたビジネス グループをクリックして、[移行の結果] タブを

選択します。
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移行のロールバック時に発生する処理 13
移行済みのアイテムは、必要に応じて移行アシスタントを使用してロールバックできます。

移行アシスタントには、移行されたアイテムを vRealize Automation 8 環境から削除できるロールバック機能があ

ります。移行後に、移行されたアイテムを vRealize Automation 8 内で変更し、その後ロールバックした場合、移

行後のすべての編集は削除されます。共有クラウド テンプレートを含むビジネス グループをロールバックすると、

クラウド テンプレートの所有権は、そのクラウド テンプレートに関連付けられている残りの移行済みプロジェクト

に移動します。

注：   クラウド ゾーン タグとカスタム フォームはロールバックの実行後も保持されます。プロジェクトに関連付け

られているアクティブな展開がある場合、ビジネス グループをロールバックすることはできません。

移行したアイテムをロールバックするには、次の手順を実行します。

1 移行アシスタント サービスに移動します。

2 [インフラストラクチャ] または [サブスクリプション] 画面で、移行したアイテムを選択します。

注：   ロールバックできるのは、移行されたビジネス グループおよびサブスクリプションのみです。

3 [ロールバック] をクリックします。

この章には、次のトピックが含まれています。

n 移行後に実行した移行元環境への更新を移行する方法

移行後に実行した移行元環境への更新を移行する方法

vRealize Automation 8 への初期移行を実行した後、移行元の 7.x 環境に加えた変更も移行が必要になる場合があ

ります。

更新の種類が新しいコンテンツであるか既存のコンテンツへの更新であるかに応じて、再読み込みまたはロールバッ

クが必要になることがあります。

[7.x の移行元環境に新しいコンテンツを追加した場合]

7.x の移行元環境で新しいコンテンツを作成した場合、vRealize Automation 8 への移行をロールバックする必要

はありません。新しいコンテンツを移行するには、7.x の移行元環境を再移行します。移行アシスタントが新しいコ

ンテンツを識別して移行します。

[既存の 7.x 移行元環境を更新した場合]

VMware, Inc. 73



7.x の移行元環境で既存のコンテンツを更新した場合は、vRealize Automation 8 への移行をロールバックする必

要があります。ロールバック後、移行元環境を再移行します。
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移行後の手動の手順 14
vRealize Automation 8 に移行した後、いくつかの移行後手順を手動で実行することが必要になる場合がありま

す。

カタログ アイコンとブランディング

カタログ アイコンとブランディング アイテムを使用する場合、これらは移行時に引き継がれないため、vRealize 
Automation 8 に手動で追加する必要があります。
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トラブルシューティング 15
この章には、次のトピックが含まれています。

n トラブルシューティング：移行評価

n トラブルシューティング：移行の失敗

n トラブルシューティング：移行のロールバックの失敗

トラブルシューティング：移行評価

移行評価が失敗した場合、または移行評価で問題が発生した場合は、次のトラブルシューティング手順を実行します。

表 15-1. 移行評価のトラブルシューティング

問題 理由 解決方法

ビジネス グループの評価が失敗しました。 移行元のアカウントを接続した後で、移行評価

が失敗することがあります。

移行評価を再試行します。

複数のテナントの評価を実行したときに、評価

レポートに 1 つのテナントの情報しか表示さ

れません。

評価レポートに表示されるのは、評価されたす

べてのテナントの情報ではなく、最後に評価さ

れたテナントの情報のみです。

表示されていないテナントを再度追加して、評

価を再実行します。表示されていないすべて

のテナントについて繰り返します。

複数組織の移行元環境を追加した後、移行元イ

ンスタンス画面に 404 Bad Request エラ

ーが表示されます。

同じブラウザ ウィンドウで 1 つ以上のテナン

トがタブとして開かれています。

テナントごとに別のブラウザを使用してくだ

さい。

トラブルシューティング：移行の失敗

さまざまな理由により、vRealize Automation 8 への移行が失敗する場合があります。移行が失敗した場合は、次

のトラブルシューティング手順を実行します。
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表 15-2. 失敗した移行のトラブルシューティング

移行のタイプ 理由 解決方法

クラウド アカウント移行 クラウド アカウント移行は、移行のタイムアウ

トが原因で失敗することがあります。

クラウド アカウント移行を再試行します。

NSX コンポーネントを含むブループリントの

ブループリント移行の失敗

一括移行の際、ビジネス グループでいずれかの

エンドポイントの移行が失敗すると、同じビジ

ネス グループに NSX のコンポーネントが含

まれている場合は NSX の関連付けが失敗す

る可能性があります。たとえば、セキュリティ 

グループを含むブループリントの場合、関連付

けられた NSX クラウド アカウントを移行ア

シスタント サービスが見つけられないため、移

行が失敗します。

vRealize Automation 8 で vCenter 
Server への NSX の関連付けを手動で追加

してから、移行を再試行します。

サブスクリプション移行の失敗 一部のサブスクリプションは、

deploymentId や blueprintId などのフィ

ールドに依存しています。インフラストラク

チャ コンポーネントを最初に移行しなかった

場合は、サブスクリプションの移行に失敗しま

す。

インフラストラクチャ コンポーネントを移行

してから、サブスクリプションの移行を再試行

します。

XaaS ブループリントまたはカスタム リソー

ス移行の失敗

基盤となるワークフローが移行されていない

場合、または vRealize Automation 8 でサ

ポートされていない場合は、XaaS ブループリ

ント/カスタム リソースの移行に失敗します。

基盤となるワークフローを移行してから、

XaaS ブループリント/カスタム リソースの

移行を再試行します。ワークフローがサポー

トされていない場合は、ブループリント/リソ

ースを移行できません。

トラブルシューティング：移行のロールバックの失敗

さまざまな理由により、ロールバックが失敗する場合があります。失敗した場合は、次のトラブルシューティング手

順を実行します。

表 15-3. 失敗したロールバックのトラブルシューティング

失敗の理由 解決方法

vRealize Automation 8 環境にアクティブな展開が含まれている場

合、ビジネス グループとプロジェクトの一括ロールバックが失敗しま

す。

vRealize Automation 8 環境からアクティブな展開を削除し、ロー

ルバックを再試行します。
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